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７
月
19
日
㈯
～
８
月
３
日
㈰
に
舞
鶴

市
を
中
心
に
府
北
部
５
市
２
町
で
開
催

す
る
海
の
祭
典
「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」

の
第
２
回
総
会
が
４
月
９
日
、
商
工
観

光
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
提
案
さ
れ

た
基
本
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冒
頭
で
、
実
行
委
員
会
の
会

長
で
あ
る
多
々
見
市
長
が
「
海
上
自
衛

隊
と
海
上
保
安
本
部
の
２
大
海
事
機
関

が
あ
る
舞
鶴
だ
か
ら
こ
そ
出
せ
る
特
色

を
色
濃
く
出
し
、
こ
れ
ま
で
見
え
な
か

っ
た
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
海
や
赤
れ
ん
が
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド

を
全
面
に
打
ち
出
し
、
海
の
京
都
を
盛

り
上
げ
、
開
催
地
の
責
任
を
果
た
し
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で
行
う

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
「
海
の
総
合
展
」
を

は
じ
め
、
独
立
行
政
法
人
航
海
訓
練
所

の
練
習
帆
船
「
海
王
丸
」
や
「
日
本
丸
」

の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
海
上

自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
と
第
八
管
区

海
上
保
安
本
部
の
協
力
の
も
と
、
海
上

自
衛
隊
の
展
示
訓
練
や
巡
視
船
「
だ
い

せ
ん
」
の
一
般
公
開
も
予
定
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
船
の
展
示
・
見

学
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
港
町
舞
鶴
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
し
ま
す
。

　
決
定
し
た
催
し
は
左
表
の
と
お
り
。

今
後
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ま
い

づ
る
な
ど
で
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
の
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開催情報　第３弾！

京都と結ぶ海の道

▼
詳
し
く
は
、
舞
鶴
市
海
フ
ェ
ス
タ
京

都
推
進
本
部
事
務
局
（
企
画
政
策
課

内
、
☎
66
・
０
０
２
８
）
へ
。

海フェスタ京都 基本計画が決まる
「海フェスタ京都」の第２回総会でイベントの全容
を発表。舞鶴ならではの催しを開催。また、府北部
５市２町で「海の京都」を全国にＰＲします。

海フェスタ京都
開催情報 第３弾　基本計画が決まる
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　前島みなと歩道橋が開通
　市と京都ＹＭＣＡ学園の調印式

４
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10
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14
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22
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32
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市議会３月定例会
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５
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「
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
」
で
舞
鶴
の
魅
力
を
発
信

▲総会の冒頭で舞鶴を PR する多々見市長
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イベント名 日程 会場

式典

 開会式  7/19
総合文化会館

 記念式典
 7/24 

 記念祝賀会 ホテルマーレたかた

 閉会式  8/3 総合文化会館

海の総合展

 海の総合展（展示・セミナー）
 7/19 ～
 8/3 赤れんがパーク 全国中学生海の絵画コンクール

 海の写真コンクール

船の一般公開・
体験航海

 海面清掃兼油回収船「Dr. 海洋」  7/19・20

京都舞鶴港西港

 深海調査研究船「かいれい」  7/17 ～ 22

 練習帆船「海王丸」  7/25 ～ 29

 練習帆船「日本丸」  8/8 ～ 13

 京都府海洋調査船「平安丸」
 8/2・3

 京都府立海洋高校実習船「みずなぎ」

 新日本海フェリークルーズ  7/21 京都舞鶴港東港

特別展示訓練

 第八管区海上保安本部巡視船「だいせん」 調整中 京都舞鶴港西港

 海上自衛隊展示訓練  7/25・26 京都舞鶴港西港
自衛隊北吸桟橋

 海上自衛隊サマーフェスタ  7/27
京都舞鶴港西港
自衛隊北吸桟橋
第 23 航空隊

クルーズ
客船寄港

 ダイヤモンド・プリンセス  7/21
京都舞鶴港西港

 ぱしふぃっくびいなす  7/31、
 8/2

セミナー・
シンポジウム

 さかなクンのお魚講座  7/28 総合文化会館

 北前船寄港地フォーラム  7/25・26 みやづ歴史の館

 （仮称）海の安全保障セミナー  調整中 総合文化会館

音楽
イベント

 海フェスタ　ファミリーコンサート  8/3 総合文化会館

 海フェスタ京都　音楽ライブ  7/19・20 調整中

 京都府北部児童合唱団交流・
 ファミリーコンサート  8/1 総合文化会館

海の京都
フェア

 「海の京都」　グルメ・物販イベント  7/19 ～ 8/3 赤れんがパーク、
大野辺緑地

 海フェスタ京都　記念花火  調整中

大野辺緑地 ステージパフォーマンス
 7/19 ～ 21、
 26・27、
 8/2・3

 海の文化祭  7/25・26

 帆船フォトギャラリー  7/26・27 京都舞鶴港西港

 海フェスタ京都記念映画祭
 7/19 ～ 21、
 26・27、
 8/2・3

赤れんがパーク

特別
イベント

 舞鶴地方総監部会議所「旧東郷邸」
 特別公開  7/19 ～ 21 旧東郷邸

 造船ドック見学  調整中 ジャパンマリンユ
ナイテッド㈱

 京都舞鶴港施設見学会  7/25・26 舞鶴湾内

その他
イベント

 あそびのフェスタ  7/26・27 東体育館

 海フェスタ京都サマーイルミネーション  7/19 ～ 8/3
赤れんがパーク 自家用車無料点検・小型モビリティ

 試乗会・シートベルト体験  7/19・20

イベントカレンダー

海のお医者さん
　「Dr. 海洋」一般公開

日時  /  ７月 19 日㈯・20 日㈰
場所  /  京都舞鶴港西港

　海面のごみや油の回収、水質調査を
行う国土交通省所属の海面清掃兼油回
収船「Dr. 海洋」を公開。

　魚に関する豊富な知識とそのキャラク
ターで幅広い世代に人気の「さかなクン」
が身近な魚や珍しい魚をさまざまな角度か
ら解説。

《さかなクン》
　東京海洋大学 客員准教授
　環境省 UNDB-J 生物多様性リーダー
　農林水産省 お魚大使

さかなクンのお魚講座

日時  /  ７月 28 日㈪　
場所  /  総合文化会館

海フェスタ
ファミリーコンサート

日時  /  ８月３日㈰
場所  /  総合文化会館

　海上自衛隊舞鶴音楽隊による演奏のほ
か、海上自衛隊の「歌姫」と称される東京
音楽隊の三宅由佳莉３曹なども出演予定。

注目イベント

現在決定している主なイベント。ほかにもさまざまな催しを実施予定。

2014 - 53 maizuru

海上自衛隊舞鶴音楽隊
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TOPICS

専門学校の設置に正式調印

　不足する介護人材の確保を目指して、市が誘致して
いた専門学校の設置に関する協定書の調印式が４月
10 日、市と京都 YMCA 学園との間で執り行われまし
た。
　調印された協定書には、『市が専門学校の整備・運
営が円滑に進むよう協力すること』『同学園が社会奉
仕活動に積極的に取り組むなど、地域福祉の向上や地
域の発展に努めること』などが定められています。
　調印式で多々見市長は、「貸与する施設の耐震改修
工事や介護福祉士育成修学資金貸与制度など、可能

前島みなと歩道橋が開通

　４月９日、前島ふ頭と南側の市街地を結ぶ歩道橋が開
通。これは防衛省の補助を受け、京都府が整備したもの
で、総事業費は約７億円。橋の名称は広く全国から募集
し、応募総数 207 点の中から府港湾事務所が設置した
名称選考委員会で「前島みなと歩道橋」に決定しました。
　この歩道橋の開通により前島みなと公園への移動時
間が短縮され利便性が向上します。また、港と一体となっ
て活用することでまちのにぎわいの創出が期待されま
す。
　この日、開通式典が執り行われた後、関係者や近隣の
保育園・幼稚園児などが渡り初めをし、開通を祝いました。

市協力の「引き揚げ」音楽劇が東京で上演

　「引き揚げ」をモチーフにシベリアや舞鶴を舞台とした
音楽劇「君よ生きて」（主催：望月龍平シアターカンパニー
／ NPO 法人 OFF OFF BROADWAY JAPAN）が３月
19 日～ 24 日に東京で上演され、若い世代も多く観劇し
連日満員で大好評となりました。この音楽劇は、舞鶴引
揚記念館収蔵資料の提供や引揚体験者への聞き取りなど、
創作過程において市が全面協力したもの。
　初演に先立ち、報道関係者などを招いたゲネプロ（最
終通し稽

げ い こ

古）では、多々見市長が「世界記憶遺産」登録
への取り組みを広くアピールしました。

音楽劇「君よ生きて」ゲネプロの様子

▲テープカットを行う関係者 ▲笑顔で渡り初めをする子どもたち

菅谷初穂さんの本 寄贈

　本市出身で昭和７年、米国で開催されたロサンゼルス
五輪に女子水泳選手として参加した故 菅谷初穂（旧姓：
松澤 ) さんの生涯をつづった本「日本女子水泳のパイオ
ニア～菅谷初穂の歩み～」が刊行。４月９日、市関係者
や市内の小中学校図書館などで広く役立てていただきた
いと、家族から市へ 300 部の寄贈がありました。
　家族を代表して、長男の定彦さんは「舞鶴は母が生ま
れ育ったまち。母の原点である地域の皆さんに読んでい
ただけたらありがたい」と話しました。
　東・西図書館で貸し出ししています。

▲寄贈された菅谷さんの本
▲菅谷定彦さんから寄贈された
本を受け取る市長

な限り学校運営を
バックアップした
い」と述べました。
　同校は、介護福
祉学科と国際観光
ビジネス学科が設
けられ、学科定員
各 40 人。平成 27
年４月の開校を目
指します。 ▲協定書にサインする多々見市長（右）

と京都ＹＭＣＡ学園 野村理事長（中）

〔あらすじ〕ある夜の舞鶴港、小樽から着いたフェリー。仕事を辞め、恋人と
も別れ、自転車であてのない旅をするトモキが港へ降り立った。そこで、亡
くなったはずの曾祖父・善吉と出会い、トモキをシベリアへ時空を超えた旅
へと誘う。そこは第２次世界大戦後のシベリアの収容所だった。トモキは善
吉として、そこで生きることになり…
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３
月
定
例
会

26
年
度
予
算
・
25
年
度
補
正
予
算
な
ど

市議会
　
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
28
日

に
開
会
。
平
成
26
年
度
一
般
・
特
別

会
計
予
算
や
25
年
度
一
般
・
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
案
の
35
議

案
を
審
議
。

　
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
３
月
28
日

に
閉
会
し
ま
し
た
（
26
年
度
予
算
に

つ
い
て
は
６
～
９
㌻
に
掲
載
）。

　

補
正
予
算

▪
一
般
会
計
（
第
８
号
）

　
国
の
補
正
予
算
な
ど
に
よ
る
事
務

事
業
費
の
追
加
や
基
金
・
積
立
金
へ

の
積
み
立
て
を
行
う
も
の
で
、
歳
入・

歳
出
い
ず
れ
も
７
億
６
，
６
８
４
万

円
の
増
額
。こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
、

歳
入
・
歳
出
い
ず
れ
も
３
７
３
億
３

５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▪
特
別
会
計　

❖
病
院
事
業
会
計
（
第
１
号
）
…
５
，

７
８
６
万
円
増
額
の
26
億
４
，
５
０
１
万
円

❖
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
４

号
）
…
２
億
５
７
０
万
円
増
額
の
93

億
５
，
６
１
０
万
円

❖
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

…
３
，
０
３
０
万
円
減
額
の
５
億
９
，

７
３
５
万
円

❖
下
水
道
事
業
会
計
（
第
５
号
）
…

繰
越
明
許
費
を
補
正
す
る
も
の
で
総

額
の
変
更
な
し
。

　　
こ
の
ほ
か
、
成
立
し
た
条
例
な
ど
の

う
ち
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

条
例

▪
舞
鶴
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に

関
す
る
条
例
の
制
定
　
本
市
の
議
会

の
議
員
お
よ
び
長
の
選
挙
に
お
い
て

選
挙
公
報
を
発
行

▪
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
　
期
末
手
当
お
よ

び
勤
勉
手
当
の
基
礎
額
に
管
理
職
手

当
の
月
額
を
加
え
る
な
ど

▪
舞
鶴
市
組
織
及
び
分
掌
事
務
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
総
務
部
の

分
掌
事
務
と
し
て
「
債
権
管
理
に
関

す
る
こ
と
」
を
追
加

▪
舞
鶴
市
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の

資
格
を
定
め
る
条
例
の
制
定
　
消
防

長
お
よ
び
消
防
署
長
の
資
格
を
規
定

▪
舞
鶴
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
　
保
険
料
軽
減
措
置
に
係
る

所
得
算
定
方
法
等
を
変
更

▪
舞
鶴
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
市
立
舞
鶴

市
民
病
院
の
位
置
お
よ
び
病
床
数
を

改
め
る
な
ど

▪
舞
鶴
市
簡
易
水
道
事
業
設
置
条
例

の
一
部
改
正
　
桑
飼
簡
易
水
道
の
計

画
給
水
人
口
お
よ
び
計
画
給
水
量
を

変
更

▪
舞
鶴
市
病
院
事
業
に
係
る
使
用
料
、

手
数
料
等
に
関
す
る
条
例
・
舞
鶴
市

水
道
事
業
給
水
条
例
・
舞
鶴
市
下
水

道
使
用
料
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
　

消
費
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
使
用

料
等
の
額
を
改
め
る
な
ど

　

そ
の
他

▪
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
　
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
の
実
施
に
伴

い
、
水
間
地
区
及
び
中
山
地
区
の
字

の
区
域
及
び
名
称
を
変
更

地域の元気臨時交
付金基金積立金 ５億 1,773 万円

中丹地域有害鳥獣
処理施設整備事業
費負担金

3,820 万円

公営住宅建替事業 7,200 万円
校舎等改修事業 ４億 4,842 万円

主な事業をチェック
一般会計補正予算第８号

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
取
り
ま

と
め
た
「
舞
鶴
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
白
書
」
を
も
と
に
、
今
後
の

公
共
施
設
の
再
生
を
行
う
上
で
の
目

標
や
方
向
性
、
取
組
優
先
度
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
「
舞
鶴
市
公
共
施
設

再
生
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
（
案
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
基
づ
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
共
施
設
再
生
へ

基
本
計
画
（
案
）
に
意
見
を

▪
提
出
方
法
　
様
式
は
自
由
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、「
舞

鶴
市
公
共
施
設
再
生
基
本
計
画
（
案
）

に
対
す
る
意
見
」
と
明
記
し
、
郵
送

か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

管
財
契
約
課
へ
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭

に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
募
集
期
間
　
５
月
30
日
㈮
ま
で

▪
計
画
（
案
）
の
公
表
場
所
　
管
財

契
約
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西

支
所
、加
佐
分
室
、各
公
民
館
、大
浦・

城
南
会
館
、
東
・
西
図
書
館
で
閲
覧

パブリック
コメント

可
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見

の
取
り
扱
い
　
提
出

さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し

て
計
画
を
策
定
。ま
た
、

意
見
の
概
要
と
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を

整
理
し
、
公
表
し
ま
す

（
氏
名
な
ど
は
公
表
し

ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
管
財

契
約
課
（
☎
66
・
１

０
４
５
、
ＦＡＸ
62
・
９

８
９
１
）
へ
。

公共施設の質・サービス・利便性の向上

【主な取り組み】
 ❖低利用なサービスや機能の見直し
 ❖類似施設や関連施設の多機能化や複合化による利便性の向上
 ❖建物機能のマッチングやデザインの配慮による人流の創出
 ❖市民ニーズの調査と意見反映によるサービスの向上
 ❖官民連携によるサービスの向上

公共施設再生のための財政的取り組みの推進
【 数値目標、総延床面積 12㌫（3.8 万平方㍍）の削減 】
【主な取り組み】
 ❖施設利用料金の適正化
 ❖予防保全による施設の長寿命化
 ❖公共施設再生のための基金の設立
 ❖資産の有効活用によるコストの削減
 ❖自治体間連携による効率化

基本計画の目標
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平
成
26
年
度
の
予
算
の
概
要
を

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
・
舞
鶴
」
の
実
現
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
る
中
、
平
成

27
年
度
は
、
高
速
道
路
網
の
完
成
や
京
都
舞

鶴
港
の
機
能
強
化
に
よ
り
、「
人
流
」「
物
流
」

が
劇
的
に
変
化
し
ま
す
。

　

こ
の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
た
め
、

平
成
26
年
度
を
「
住
ん
で
よ
し
、
働
い
て
よ

し
、
訪
れ
て
よ
し
の
『
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く

り
』」
の
実
現
に
向
け
た
基
礎
固
め
の
集
大

成
の
年
と
位
置
付
け
、
将
来
に
向
け
た
基
盤

づ
く
り
を
行
う
た
め
に 

①
「
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」
②
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」 

③
「
市

民
に
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り
」
の
３
つ
を
重

点
事
項
と
し
て
、
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。 

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
①
に
つ
い
て
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
多
世
代
が
交
流
し
、
楽

し
く
子
育
て
に
参
加
で
き
る
子
育
て
交
流
施

設
の
整
備
や
高
齢
者
の
外
出
支
援
、
子
育
て

支
援
医
療
助
成
で
は
対
象
を
中
学
生
の
入
院

ま
で
拡
大
②
に
つ
い
て
は
、「
海
フ
ェ
ス
タ

京
都
」
の
開
催
事
業
や
引
き
揚
げ
の
史
実
の

継
承
と
平
和
の
尊
さ
を
よ
り
広
く
発
信
す
る

た
め
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
へ
の
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
寄
港
の
推
進
や
戦
略
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
③
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

の
あ
り
方
検
討
な
ど
の
事
業
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
８
～
９
ペ
ー
ジ
。

▼
詳
し
く
は
、財
政
課
（
☎
66
・
１
０
４
６
）
へ
。

「人の流れ」「物の流れ」が劇的に変化する平成 27 年度に向けた基礎固めのために…

一般会計　367億7,941万円
平
成
26
年
度　

予
算
概
要
を
お
知
ら
せ

「
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
大
き
く
推
進

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

その他

市税

地方譲与税

地方消費税交付金

地方交付税

国庫支出金

府支出金

繰入金

市債

その他

議会運営のための経費

市役所の運営、市税の賦課、戸籍・住民基本台帳や選挙に係る経費

高齢者・子ども・障害者の福祉や生活保護などの経費

市民の健康維持やごみ処理などの経費

雇用拡大や失業対策などに要する経費

農林水産業の振興、技術の普及を図るための経費

商工業や観光の振興、中小企業の支援などの経費

道路、橋りょう、河川、公園などのまちの基盤整備のための経費

火災や風水害から市民の生命、財産を守るための経費

学校教育や生涯学習の充実、芸術・文化・スポーツの振興のための経費

市民の皆さんが納める税金

国の税金として納められたものを譲与されたお金

消費税を財源に府から交付されるお金

国から交付される負担金や補助金

府から交付される負担金や補助金

基金や積立金の取り崩し金

道路や公共施設の整備などのために借り入れるお金

使用料・手数料や分担金・雑入など

財政力に応じて国から交付されるお金

市債の償還費や予備費

125 億 2,270 万円（34.0％）

３億 410 万円（0.8％）

10 億 4,030 万円（2.8％）

51 億 5,800 万円（14.0％）

50 億 8,433 万円（13.8％）

28 億 1,182 万円（7.6％）

28 億 1,315 万円（7.7％）

44億4,280万円（12.1％）

26 億 221 万円（7.2％）

139 億 5,404 万円（37.9％）

３億 5,370 万円（1.0％）

47 億 8,608 万円（13.0％）

32 億 9,695 万円（9.0％）

2 億 1,386 万円（0.6％）

7 億 4,913 万円（2.0％）

13 億 9,452 万円（3.8％）

38 億 8,241 万円（10.6％）

17 億 921 万円（4.6％）

28 億 5,060 万円（7.8％）

35 億 8,891 万円（9.7％）

歳出

歳入
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区　　　　分 26年度 25年度 増減

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 91億2,250万円 90億5,996万円 6,254万円
簡 易 水 道 事 業 6億8,430万円 6億2,258万円 6,172万円
土 地 建 物 造 成 事 業 448万円 447万円 1万円
貯 木 事 業           101万円 782万円 △681万円
公設地方卸売市場事業 ※　　　　　0円 8,773万円 △8,773万円
下 水 道 事 業    47億8,034万円 45億6,589万円 2億1,445万円
駐 車 場 事 業          4,534万円 6,917万円 △2,383万円
介 護 保 険 事 業 86億5,913万円 81億451万円 5億5,462万円
後期高齢者医療事業 11億3,666万円 11億8,479万円 △4,813万円

計 244億3,376万円 237億692万円 7億2,684万円

特別会計　282 億 8,658 万円
※基金・市債残高の比較数値は、「新たな舞鶴市総合計画」の基準数値である平成 21 年度の数値を用いています。

区　　　分 26年度末見込み 21年度 増　減
一般会計 364億5,051万円 321億8,549万円 42億6,502万円

建設地方債 215億4,012万円 221億8,880万円 △6億4,868万円
臨時財政対策債等 149億1,039万円 99億9,669万円 49億1,370万円

特別・企業会計 379億8,794万円 355億5,633万円 24億3,161万円
合　　　計 744億3,845万円 677億4,182万円 66億9,663万円

市債

区　　　分 26年度末見込み 21年度 増　減
一 般 会 計 70億4,107万円 92億5,953万円 △22億1,846万円
特 別 会 計 31億5,253万円 43億5,012万円 △11億9,759万円

合　　　計 101億9,360万円 136億965万円 △34億1,605万円

基金

◎基金
　家庭では家を建てるときや子どもが進学するときなど、大きな出費に
備えるために貯金をしますが、市の場合、まちづくりや公共施設の整備
など多額の費用が必要な事業や災害などの不測の事態に備えるため「基
金」にお金を積み立て、必要なときが来たら取り崩して活用します。

基
金
と
市
債
の
状
況

▪
基
金

　

本
年
度
は
、
平
成
27
年
度
に
向
け
た
基
礎
固
め

の
た
め
、
市
の
貯
金
に
あ
た
る
基
金
の
積
極
的
な

活
用
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
将
来
に
向
け
て
積
み
立
て
て
い

た
財
政
調
整
積
立
金
か
ら
12
億
２
千
万
円
を
繰
り

入
れ
た
ほ
か
、
道
路
や
河
川
、
下
水
道
の
整
備
な

ど
、
都
市
・
生
活
基
盤
整
備
の
推
進
の
た
め
に
都

市
開
発
推
進
基
金
を
５
億
円
、
総
合
文
化
会
館
の

長
寿
命
化
整
備
や
新
設
す
る
子
育
て
交
流
施
設
の

整
備
に
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
を
５
億
２

千
万
円
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
、
基
金
の
目
的
に

沿
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
に
活
用
し
た
も
の
で
す
。

▪
市
債

　

舞
鶴
市
の
市
債
（
借
入
金
）
残
高
の
合
計
は
、

一
般
会
計
で
３
６
４
億
５
千
万
円
と
な
り
、
平
成

21
年
度
と
比
較
す
る
と
42
億
７
千
万
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
国
に
よ
っ
て
返

済
額
の
全
額
が
手
当
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
等

が
49
億
１
千
万
円
増
額
す
る
一
方
、
道
路
整
備
な

ど
の
建
設
事
業
な
ど
の
た
め
の
借
入
金
は
６
億
５

千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
で
は
、
子
育
て
交
流
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
、
総
合
文
化
会
館
や
消
防
指
令
シ
ス
テ

ム
、
し
尿
処
理
施
設
な
ど
の
更
新
整
備
が
集
中
す

る
年
度
で
あ
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
比
べ
て
借

入
の
予
定
額
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎市債
　家庭では家を建てたり車を買ったりするためにお金を借りますが、市で
も学校や道路などの整備に多くの費用がかかる場合、市債という借入を行
います。この市債には、家庭でのローンや借金と異なり、次のような意味
や効果があります。
① 多くの費用を一度で支払おうとすると、その他の必要な市民サービスに影
　響するため、市債により分割して返済することで負担の平準化が図れます。
② 長期間使用する公共施設などは、市債を借りることで、今の世代のみな
   さんだけではなく、将来その施設を利用する人にも公平に費用負担をし
   てもらうことができます。
③ 市債の中には、返済額の一定割合が国から交付 ( 普通交付税 ) されるものも
    あり、市債を借りることで、実質的な負担が少なくなる場合があります。
　このように、市債は安定した市の財政のためには不可欠なものとなっ
ています。

26 年度 25 年度
給料

（市税、使用料、手数料、 諸収入などの自主財源） 148 億円 158 億円

親からの仕送り
（地方交付税、地方譲与税、国・府支出金） 148 億円 134 億円

貯金取り崩し
                                    （繰入金、繰越金） 28 億円 15 億円

ローン借り入れ
                                                      （市債） 44 億円 34 億円

合計　 368 億円 341 億円

26 年度 25 年度
給料を得るために働く人の経費       （人件費） 61 億円 56 億円
医療費、教育費　　　　　　　（扶助費） 82 億円 81 億円
ローンの返済　　　　　　　　（公債費） 36 億円 36 億円
光熱水費、通信費、日用品費　（物件費） 48 億円 49 億円
お小遣い、保険料、町内会費　（補助費） 29 億円 26 億円
家の増改築・修繕、家具の買替　　
　　  　 　（普通建設事業費など）

58 億円 36 億円

子どもへの仕送り
                     （出資金、貸付金、繰出金） 54 億円 56 億円

貯金                                             （積立金） － 1 億円
合計　 368 億円 341 億円

収入 支出

舞鶴市の予算を家計に例えたら

区　　　　分 26年度 25年度 増減

企
業
会
計

水 道 事 業 27億4,108万円 28億1,021万円 △6,913万円
病 院 事 業 11億1,174万円 25億8,715万円 △14億7,541万円

計 38億5,282万円 53億9,736万円 △15億4,454万円

※公設地方卸売市場事業は平成 25 年６月末で会計を廃止しました。
2014 - 57 maizuru
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公立保育所
統合整備事業

高齢者外出支援事業

学校給食運営経費
( 中学校 )

子育て支援医療助成

子育て交流施設
整備事業

舞鶴地域医療連携機構事業費等補助金
( 連携強化、救急医療体制強化、医師確保対策 )

福祉人材養成施設
誘致関連整備事業

病院事業

高機能消防指令システム更新整備事業

平成 26 年度　予算概要をお知らせ

主な事業・施策を紹介
　平成 26 年度に取り組む主な事業を紹介します。

　舞鶴 YMCA 国際福祉専門
学校の開校に向け、設置場所
である舞鶴市勤労者福祉セン
ターの耐震化等工事を行いま
す。

　市内の急性期医療を担う
医療機関と連携を図り、慢
性期医療に特化した医療を
提供します。平成 26 年４
月新病院開業。

　75 歳以上の高齢者が外出し
やすい環境を作るため、公共
交通機関を利用する際の料金
を軽減します。

　舞鶴地域医療連携機構の取り組みに支援を
行うことにより、地域医療の更なる充実を図
ります。

　天候に左右されず多世代
が交流し、楽しく子育てに
参加できるための施設を整
備します。

　秋からは城南・城北中学校
でも給食を開始し、安心・安
全で、栄養バランスの取れた
魅力ある給食を全校で実施し
ます。

　安心・安全の保育サービ
ス環境を確保するため、東
地区の３公立保育所を統合
整備します。

　子育て世代の経済的負担軽減のため、新たに中
学生の入院にかかる医療費助成を独自に行います。

　消防救急デジタル無線に対応した高機能消防指
令システムに全面更新します。

9億592万円(加佐診療所分除く)

4,686 万円

6 億 5,262 万円

4 億 1,134 万円

2 億 6,770 万円

1,176 万円

1 億 7,420 万円

2 億 5,750 万円

3 億 201 万円

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
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行財政改革推進経費

府道小倉西舞鶴線
改良促進事業

全国高校総体準備経費

京都舞鶴港
クルーズ推進事業

世界記憶遺産
登録推進事業

海フェスタ京都
開催事業

総合文化会館整備事業 元気なまちづくり
支援事業

体育館整備事業

高付加価値農業生産拠点
( ハウス団地 ) 構想検討
調査事業

　建設から 30 年経過する総
合文化会館の舞台設備等の更
新を行い、長寿命化と機能向
上を図ります。

　地域の結束強化、新た
な交流の場づくりなどに
積極的に取り組む自治会・
地域を支援し、地域活性
化を図ります。

　大きな洪水被害を受けた加
佐地区において、浸水のおそれ
のないハウス団地の適地把握
や経営手法などハウス園芸の
振興へ向けた検討を行います。

　クルーズ客船寄港誘致の
推進や寄港時のおもてなし
事業などに取り組みます。

　府道小倉西舞鶴線の４車線
化へ向けて事業促進を図り、
東西一体化による活力あるま
ちづくりを推進します。

　引き揚げの史実の継承と
平和の尊さをより広く発信
するため、ユネスコ世界記
憶遺産への登録を目指しま
す。

　平成 27 年に本市で開催さ
れる全国高校総合体育大会レ
スリング競技に向けて、設備
整備・競技普及を図ります。

❖市民による政策評価会…市民から市政についてご意見をいただきます。
❖債権管理の適正化への取り組み…市民負担の公平・公正の確保の
ため、新たな組織体制のもと、債権管理の適正化を推進します。

　海の恩恵に感謝し、広く
海に親しむことを目的とす
る「海フェスタ京都」を舞
鶴市を中心とした京都府北
部地域で開催します。

　文化公園体育館に空調
設備の設置等を行い、誰
もが利用しやすい体育館
として整備します。

120 万円

1,614 万円

1,840 万円

3,650 万円

2 億 1,942 万円

5 億 8,964 万円

200 万円

1,279 万円

366 万円

133 万円

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
に
役
立
つ
市
役
所
づ
く
り 公共施設のあり方検討事業

　施設の多機能化、複合化による有効活用や長寿命化など
公共施設再生実施に向けた具体的な計画づくりを進めます。

162 万円

2014 - 59 maizuru
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　　　　　　　市の政策を評価　

　

補
職
者
の
異
動

▪
部
長
級

▽
総
務
部
長
（
企
画
室
長
兼
秘
書
課
長
）

入
江
秀
人
▽
保
健
福
祉
部
長
（
保
健
福
祉

部
次
長
）
前
羽
仙
圭
▽
会
計
管
理
者
（
市

民
環
境
部
次
長
兼
西
支
所
長
）
宮
下
哲
美

　市の政策を市職員と市民、
有識者が議論する「市民によ
る政策評価会」を今年も実施。
　評価結果をもとに、今後、
総合計画後期実行計画の策定
などに反映させていきます。

【日時】　６月１日㈰９時から

　昨年度は「観光の振興によるビジネスチャンス
の創出と観光消費の拡大」と「公共交通の確保と
利用促進」をテーマに実施。今年度、その議論を
反映し次のとおり新たに取り組みます。

《観光》
❖市民のアイデアを生かした土産品開発や「食のブ
　ランド力向上プロジェクト」の実施
❖「まいづるまち博」の開催や「京都舞鶴港クルー
　ズ客船おもてなし関係者連絡会議」の設立など、
　関係者と連携した地域活性化への取り組みを実施

《公共交通》
❖京都交通㈱と協力し、バス路線「東西循環線」を
　利便性の高いルートに変更
❖高齢者が移動しやすい環境をつくるため、交通事
　業者の協力による「高齢者外出支援」を実施

【場所】　市政記念館
【内容】　総合計画前期実行計画に示す施策や事業に
ついて、方向性や充実度を評価し、後期実行計画策
定に向けて意見を交換する。

【評価体制】　❖コーディネーター（1 人）
❖市民評価員（４人）❖市民判定員（18 人）

【その他】　傍聴可。申し込み不要。

昨年の様子昨年の様子

市
民
に
信
頼
さ
れ

市
民
の
役
に
立
つ
市
役
所
を
目
指
し
て

組織改編と
人材配置

▪
次
長
級

▽
危
機
管
理
室
長
兼
危
機
管
理
・
防
災
課

長
（
危
機
管
理
室
危
機
管
理
・
防
災
課
長
）

今
儀
浩
一
▽
企
画
室
長
兼
秘
書
課
長
（
保

健
福
祉
部
次
長
（
地
域
医
療
担
当
）
兼
市

民
病
院
事
務
局
次
長
）
瀬
川
治
▽
市
民
環

境
部
次
長
兼
西
支
所
長
（
総
務
部
情
報
シ

ス
テ
ム
課
長
）
谷
川
伸
一
▽
保
健
福
祉
部

次
長
（
保
健
福
祉
部
福
祉
援
護
課
長
）
名
内

哲
治
▽
保
健
福
祉
部
次
長
兼
高
齢
者
支
援
課

長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
保
健

福
祉
部
次
長
兼
保
険
医
療
課
長
）
三
上
泰
文

▽
建
設
部
次
長
兼
土
木
課
長
（
産
業
振
興

部
水
産
課
長
）
山
口
泰
司
▽
議
会
事
務
局

次
長
兼
総
務
課
長
（
総
務
部
次
長
兼
総
務

課
長
）
竹
内
修
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
（
教

育
振
興
部
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
）
碇
和
重

▽
教
育
振
興
部
次
長
兼
社
会
教
育
課
長（
教

育
振
興
部
社
会
教
育
課
長
）
吉
岡
博
之

▪
課
長
級

▽
指
導
検
査
室
指
導
検
査
課
長
（
建
設
部

土
木
課
長
）
戸
田
篤
志
▽
指
導
検
査
室
指

導
検
査
課
主
幹
兼
指
導
係
長
（
建
設
部
建

設
総
務
課
主
幹
）
竹
内
章
二

▽
危
機
管
理
室
危
機
管
理
・
防
災
課
主
幹
兼

原
子
力
防
災
係
長
（
危
機
管
理
室
危
機
管
理・

防
災
課
原
子
力
防
災
係
長
）
福
田
伸
一
▽
企

画
室
企
画
政
策
課
主
幹
兼
改
革
推
進
係
長
（
企

画
室
企
画
政
策
課
改
革
推
進
係
長
）
岩
田
宏
幸

▽
企
画
室
東
京
事
務
所
長 

旧
軍
港
市
振
興

協
議
会
派
遣
（
産
業
振
興
部
産
業
振
興
・

雇
用
対
策
課
長
）
岡
野
昌
和
▽
総
務
部
総

務
課
長
（
総
務
部
総
務
課
主
幹
兼
行
政
係

長
）
小
林
圭
太
▽
総
務
部
管
財
契
約
課
主

　

４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
と
職
員
の
人
事
異
動
を
実
施
。
住
ん
で
よ
し
、

働
い
て
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
「
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

必
要
な
組
織
改
編
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
適
材
適
所
の
職
員
配
置
を
行
い
、
女
性
職
員
の
登

用
に
配
慮
し
、「
職
員
の
意
識
改
革
」
と
「
組
織
の
活
性
化
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
組
織
改
編
な
ど

▪
東
京
事
務
所
を
新
設

　
中
央
省
庁
や
関
係
団
体
と
の
連
絡
調

整
、
企
業
誘
致
や
港
湾
振
興
、
観
光
振

興
に
関
わ
る
情
報
収
集
・
発
信
な
ど
、

本
市
施
策
の
実
現
、
市
政
の
円
滑
な
推

進
を
図
る
。

▪
企
業
立
地
・
雇
用
促
進
課
を
設
置

　
東
京
事
務
所
と
連
携
し
、
企
業
誘
致

を
積
極
的
に
推
進
。
地
域
経
済
の
安
定

的
成
長
と
経
済
規
模
の
拡
大
を
図
る
。

▪
債
権
管
理
課
を
新
設

　
市
民
負
担
の
公
平
、
公
正
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
債
権
管
理
条
例
に
基
づ

き
、
本
格
的
に
未
収
金
の
削
減
に
取
り

組
む
。

▪
公
共
施
設
経
営
管
理
係
の
新
設

　
優
先
度
の
高
い
施
設
か
ら
、
多
機
能

化
や
複
合
化
、
長
寿
命
化
な
ど
、
公
共

施
設
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
。

▪
舞
鶴
ロ
ー
カ
ル
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
新
設

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴
と
連
携
し
、
就

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
職
業
紹

介
と
就
労
支
援
を
一
体
的
に
推
進
し
、

雇
用
の
促
進
を
図
る
。

▪
全
国
高
校
総
体
に
向
け
体
制
強
化

　
平
成
27
年
の
全
国
高
校
総
体
レ
ス
リ

ン
グ
競
技
の
開
催
に
伴
い
、
そ
の
準
備

と
競
技
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
に
職
員
を
配
置
。

▪
地
域
医
療
事
務
の
移
管

　
各
公
的
病
院
の
医
療
機
能
の
充
実
、

互
い
の
連
携
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
地

域
医
療
の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
、
地

域
医
療
再
生
の
道
筋
が
立
っ
た
こ
と
か

ら
、そ
の
事
務
を
健
康
増
進
課
に
戻
す
。

政策評 価会
問 企画政策課（☎ 66・1042）
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　５月１日から「まいづるメール配信サービス」
の防災情報（気象警報）の配信方法の一部を変更
します。これまで、気象警報発表時には、府内全
域の情報を一斉に配信しており、文字数が多く舞
鶴市に発表された情報が非常に分かりにくかった
ため、システムを改善。舞鶴市の情報のみを配信
するよう変更するものです。また、今回から新た
に土砂災害警戒情報と地震の震度速報（舞鶴市の
情報のみ）も配信します（登録は 32㌻のコードから）。

※府内全域の情報は「京都府防災・防犯情報メー
ル配信システム」を活用ください。下記のアドレ
スにメールを送信し、登録手続きを。
　❖アドレス…anzen@k-anshin.pref.kyoto.jp

幹
（
総
務
部
管
財
契
約
課
主
幹
兼
管
財
係

長
）
山
下
圭
一
▽
総
務
部
債
権
管
理
課
長

（
議
会
事
務
局
総
務
課
主
幹
兼
調
査
係
長
）

石
本
勝
則
▽
総
務
部
債
権
管
理
課
主
幹（
西

支
所
主
幹
）
安
藤
一
秋
▽
総
務
部
債
権
管

理
課
主
幹
兼
徴
収
係
長
（
保
健
福
祉
部
保

険
医
療
課
主
幹
兼
徴
収
総
括
係
長
）
西
村

卓
▽
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
（
議
会

事
務
局
総
務
課
長
）
笹
原
英
昭
▽
総
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
課
主
幹
兼
情
報
管
理
係
長

（
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
情
報
管
理
係

長
）
吉
崎
豊
▽
人
権
啓
発
推
進
室
啓
発
推

進
課
主
幹
兼
人
権
啓
発
係
長
（
人
権
啓
発

推
進
室
啓
発
推
進
課
主
幹
兼
男
女
共
同
参

画
係
長
）
小
寺
雅
之
▽
人
権
啓
発
推
進
室

啓
発
推
進
課
主
幹
兼
男
女
共
同
参
画
係
長

（
建
設
部
建
設
総
務
課
主
幹
兼
用
地
第
1
係

長
）
道
林
博
司
▽
市
民
環
境
部
市
民
相
談

課
主
幹
兼
市
民
相
談
係
長
（
市
民
環
境
部

市
民
相
談
課
市
民
相
談
係
長
）
荒
木
正
純

▽
子
ど
も
未
来
室
子
ど
も
支
援
課
主
幹
兼

子
ど
も
福
祉
係
長
（
総
務
部
総
務
課
情
報

公
開
係
長
）
山
本
幸
子
▽
子
ど
も
未
来
室

子
ど
も
育
成
課
長
（
子
ど
も
未
来
室
子
ど

も
育
成
課
主
幹
）
北
川
晴
美
▽
子
ど
も
未

来
室
子
ど
も
育
成
課
主
幹
（
保
育
所
担
当
）

兼
西
乳
児
保
育
所
長
（
西
乳
児
保
育
所
長
）

小
林
三
千
代
▽
保
健
福
祉
部
高
齢
者
支
援

課
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
（
保
健
福
祉
部

高
齢
者
支
援
課
主
幹
兼
相
談
支
援
係
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
岸
本
昭

彦
▽
保
健
福
祉
部
福
祉
援
護
課
長
（
保
健
福

祉
部
高
齢
者
支
援
課
長
）
伊
藤
和
昭
▽
保

健
福
祉
部
福
祉
援
護
課
主
幹
（
保
健
福
祉

部
福
祉
援
護
課
主
幹
兼
保
護
係
長
）
福
西

与
志
孝
▽
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
主
幹

兼
地
域
医
療
係
長
（
保
健
福
祉
部
保
健
福

祉
企
画
課
主
幹
兼
地
域
医
療
係
長
兼
市
民

病
院
事
務
局
総
務
課
主
幹
）
浜
本
一
▽
保

健
福
祉
部
健
康
増
進
課
付
主
幹
舞
鶴
地
域

医
療
連
携
機
構
派
遣
（
保
健
福
祉
部
保
健

福
祉
企
画
課
付
主
幹
舞
鶴
地
域
医
療
連
携

機
構
派
遣
）
池
田
秀
男
▽
保
健
福
祉
部
健

康
増
進
課
付
主
幹
舞
鶴
地
域
医
療
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防災ニュース  

　５月１日から東地区の自主避難所を、東公民館
から南公民館へ一時的に移します。これは、東公
民館の機能を東コミュニティセンター（総合文化
会館内）に移したことによるものです。台風の接
近などで自宅にいるのが不安な人は、自主避難所
への早めの避難を心がけてください。

防災行政無線の音楽「舞鶴イメージソング」を放送

　４月から毎日夕方に試験的に流していた防災行
政無線の音楽は、今後も当面、舞鶴イメージソン
グ「My hometown 舞鶴 - このタカラモノを未来
へ -（ピアノバージョン）」を放送します。なお、
夕方の放送時間は４～９月は 18 時、10 ～３月
は 17 時です。

東地区の自主避難所を一時的に変更
（ 東公民館　⇒　南公民館 ）

問危機管理・防災課（☎ 66・1089）

まいづるメール配信サービス
気象警報を分かりやすく配信
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　デヴィッド・ボウイやＹＭＯ、忌野清志郎など国内外のミュージシャ
ンから圧倒的な支持を受けている写真家・鋤田正義氏の写真展「SOUND 
& VISION」が東京都写真美術館や大阪心斎橋 BIG STEP に続き、舞鶴
赤れんがパークで開催。

【日時】５月３日㈯～７月６日㈰ 10 時～ 16 時 30 分（入館は 16 時まで）
          ※月曜日は休館（祝日を除く）

【場所】赤れんが５号棟（赤れんがイベントホール）
【料金】300 円（舞鶴市民は 200 円）※高校生以下は無料
　　　※赤れんが博物館の半券をお持ちの人は 200 円
▶詳しくは、舞鶴赤れんがパーク（☎ 66・1096）へ。

　八島商店街で毎年夏に行われる「はまっこ夜の市」で、市民
参加型のファッション・ショー（仮称）を開催。そこでファッショ
ンやイベントを作ることを学びながら、ショーを一緒に作り上
げていくデザイナーやプランナーを募集します。

【日時】❖ワークショップ＆講座…５月 30 日㈮ 19 時～ 20 時、
６月８日㈰・15 日㈰・28 日㈯ 13 時～ 16 時
❖準備・リハーサル…７月５日㈯ 13 時から
❖ファッション・ショー…７月５日㈯ 18 時 30 分から（予定）

【場所】八島アートポート（八島商店街内）
【講師】現代美術家の西尾美也 氏
【対象】高校生以上で事前の講座・ワークショップに２回以上
参加できる人

【定員】先着 20 人
【参加費】無料
【申し込み方法】５月 29 日㈭までに電話か電子メール（office@
maizuru-rb.jp）で t

ト リ ン ド

orindo へ。
▶詳しくは、（一社）torindo( ☎ 080・2411・0790）へ。

西尾美也 氏 プロフィール

1982 年生まれ。現代美術家。東京都と
ナイロビを拠点に活動を展開。国内外で
さまざまなプロジェクトを企画・運営。
2011 年、自らのファッションブランド
FORM  ON  WORDS を設立。

ART SCHOOL
ファッションデザイナー
＆　プランナー募集

【日時】５月３日㈯・４日㈰ 10 時～ 17 時（４日は 16 時まで）
【場所】赤れんが４号棟（赤れんが工房）
【内容】各地から集まったクラフトマンが出展。陶芸体験や木工制作など、来
場者がものづくりを体験できるワークショップを開催。
▶詳しくは、実行委員会事務局（赤れんがパーク内、☎ 66・1096）へ。

赤れんがアートワークショップ

▲西尾美也 氏
西尾氏の過去のアート作品▶

▼はまっこ夜の市（昨年の様子）

122014 - 5 maizuru
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京都舞鶴港NEWS

▪にっぽん丸　船内見学会

　夏休みに優雅な船旅で思い出をつくりませんか。
【日程】
　７月 31 日㈭ 14 時　京都舞鶴港発
　８月１日㈮     ８時　佐渡島着
　８月１日㈮   17 時    佐渡島発
　８月２日㈯    ９時    京都舞鶴港着

【客室タイプ・利用料金】
　（２名１室利用。全室海側。食事つき。料金は一人当たり）
　❖ステート J…80,000 円　  ❖ステート H…86,000 円
　❖ステート G…90,000 円　 ❖ステート F…98,000 円
　❖ステート E…106,000 円　❖デラックス…140,000 円
　❖スイート…200,000 円
　❖ロイヤルスイート B…340,000 円
　❖ロイヤルスイート A…360,000 円
　※小学生以下は大人料金の半額。２歳未満は大人１人に
　対し１人無料（食事・ベッドなし）。

【その他】
　❖船内の催し…からくりどーるマジックショーやコンサート
　❖オプショナルツアー…「佐渡島・小木散策めぐり」「ト
　　キの森と尖閣湾観光」「大人の社会見学　佐渡金山と産
　　業遺跡ガイドツアー」

【特典】府北部の特産品を進呈（２歳未満は対象外）
【申し込み方法】　電話で日本クルーズ客船㈱（☎ 0120・
017・383、受付時間：平日９時～ 18 時）へ。

▪クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」で行く
　京都舞鶴港発着　府民クルーズ
　　　　　　　　～　夏休み佐渡島クルーズ　～

　米国のプリンセス・クルーズ社が運航する大型クルーズ
客船「ダイヤモンド・プリンセス（ 全長 290㍍、総㌧数
11 万 6,000㌧）」が舞鶴に２度目の寄港。客船のスタッフ
が案内する船内見学会を実施します。11 万㌧級の大型ク
ルーズ客船の魅力を存分にお楽しみください。

【日時】６月15日㈰10時～11時30分（受け付け９時30分）
【場所】京都舞鶴港西港第２ふ頭
【対象】　❖府内在住で当日有効な旅券（パスポート）か運
転免許証を持っている人
❖歩行が十分にできる人（船内が広いため）

【定員】100 人（多数の場合抽選）
【申し込み方法】　往復はがきに参加者全員の住所、氏名
（ローマ字表記も含む）、年齢、性別、生年月日、電話番号、
国籍、勤務先、旅券か運転免許証の番号を記入し、〒 625
‐ 8555 みなと振興・国際交流課 ( 宛先住所は不要）ダイ
ヤモンド・プリンセス見学会係へ。はがき１枚につき２人
まで。５月 12 日㈪消印有効。
▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

▪ダイヤモンド・プリンセス 船内見学会

　商船三井客船㈱が運航する「にっぽん丸」（全長 166．
62㍍、総㌧数２万 2,472㌧）が平成 16 年以来、10 年ぶり
に京都舞鶴港へ寄港。船内見学会を実施します。

【日時】６月18日㈬11時～11時45分（受け付け10時30分）
【場所】京都舞鶴港西港第２ふ頭
【対象】❖府内在住の人
❖歩行が十分にできる人（船内が広いため）

【定員】50 人（多数の場合抽選）
【申し込み方法】往復はがきに参加者全員の住所、氏名、年齢、
性別、生年月日、電話番号を記入し、〒 625 ‐ 8555 みなと
振興・国際交流課 ( 宛先住所は不要）にっぽん丸見学会係へ。
はがき１枚につき２人まで。５月 12 日㈪消印有効。
▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

　日本クルーズ客船㈱の「ぱしふぃっくびいなす」（全
長 183.4㍍、総㌧数２万 6,594㌧）とイタリアのコス
タ・クルーズ社が運航する大型クルーズ客船「コス
タ・ビクトリア」（全長 252.9㍍、総㌧数７万 5,166㌧）
が京都舞鶴港に寄港します。出港時に開催するセレモ
ニーの参加者を募集します。優雅に出港する姿を間近
で見送ってみませんか。

【日時】　
　❖ぱしふぃっくびいなす…５月 11 日㈰ 16 時 30 分～ 17 時
　❖コスタ・ビクトリア…５月 25 日㈰ 16 時 30 分～ 17 時

【場所】京都舞鶴港西港第２ふ頭（第３ふ頭に駐車場を開設）

【その他】舞鶴のイメージカラーのひとつである「青色」
のハンカチを振って出港を見送ります。
　申し込み不要。青色のハンカチを持っている人は持
参を。当日はふ頭内の安全対策のため入場を制限する
場合があります。
▶詳しくは、京都舞鶴港クルーズ誘致協議会（中丹広
域振興局内、☎ 62・2506）へ。

▪「ぱしふぃっくびいなす」「コスタ・ビクトリア」
出港セレモニーの参加者を募集

▪客船の出入港時の小型船舶などの航行自粛にご協力を
　大型クルーズ客船付近は、小型船舶の操縦に危険が伴います。また、前方至近での横切りや停泊な
ど危険な行為は、客船の安全航行に支障をきたす恐れがあるので止めてください。　《府港湾事務所》
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ダイヤモンド・プリンセス
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「クイーンまいづる」「まい花火募金」など募集
みなと舞鶴ちゃったまつりを華やかに

　７月 26 日㈯と 27 日㈰に恒例の「みなと舞鶴ちゃ
ったまつり」が開催されます。まつりに華を添える
クイーンまいづると花火の募金を募集します。
▪クイーンまいづるを募集

【内容】観光キャンペーン活動など（任期は１年）
【対象】市内在住か出身の 18 歳以上の女性（高校生

まいづる細川幽斎 田辺城まつり
今年で 23 回目

▪前夜祭
【日時】５月 24 日㈯ 18 時～ 20 時
【場所】舞鶴公園
【内容】園児や小学生による講談、よさこい踊り、園児の絵灯籠
▪当日

【日時】５月 25 日㈰９時～ 16 時
【場所】舞鶴公園一帯および西市街地
【内容】吉原の太刀振、古今伝授の小芝居、武者行列など
▶詳しくは、実行委員会事務局（舞鶴商工振興会内、
☎ 75・0933）へ。

▲古今伝授の小芝居（昨年の様子）

を除く）
【定員】３人（書類選考と面接）
【応募締切】５月 26 日㈪ 17
時まで
▪周年記念花火

【内容】企業の歴史や歩みを祝
いたい・ＰＲしたい事業所

【募集期間】５月 19 日㈪～６
月 30 日㈪
▪まい花火募金

【内容】皆さんからの募金で花火を打ち上げ
【料金】１口 1,000 円
【募集期間】５月 19 日㈪～７月 27 日㈰
▶詳しくは、実行委員会事務局（商工会議所内、☎
62・4600）へ。

▲昨年の様子

《李明熹さんからのメッセージ》　
　昨年４月からの１年間、舞鶴で
の生活は、私に日本を深く知り、
成長するきっかけを与えてくれま
した。
　舞鶴自然文化園のアジサイやツ

大連市からの国際交流員が交代

《崔銘哲さんからのメッセージ》　
　来年４月までの１年間、舞鶴と
海外との経済交流や国際交流活動
の支援などを担当します。
　舞鶴には初めて来ましたが、港
や船など大連と似ており、また、

　友好都市・大連市（中国）と舞鶴市との間で、産業
振興や文化交流などの橋渡し役をする国際交流員。こ
のたび平成 25 年度国際交流員の李

り

明
め い き

熹さんが離任し、
平成 26 年度国際交流員として崔

さ い

銘
め い て つ

哲さんが新たに着
任。お二人のメッセージをお伝えします。

海の青さや山の緑が美しく、とても素敵なまちだと思
いました。舞鶴に来てやりたいことはいろいろありま
すが、1 日も早く国際交流員として仕事に慣れ、日本
の文化や経済について学びたいと思っています。また、
市内の学校や市民交流活動の場に出向き、中国の文化

や大連市の魅力を市民の
皆さんにお伝えし、大連
市と舞鶴市の友好や、市
民の皆さんの国際交流の
進展に少しでも力になれ
るように頑張りたいです。

バキに代表される自然の豊かさ、毎日の出勤・帰宅時
に必ず声をかけてくれる市民の皆さんの優しさ、学校
訪問講座などで出迎えてくれた子供たちの元気な笑顔
など、舞鶴で触れ合った全てを私は忘れません。大連
に戻ってからも、舞鶴市と大連市の交流に貢献したい
と思っています。舞鶴の皆さん、機会があればまたお
会いしましょう！ ▶詳しくは、みなと振興・国際交流課（☎ 66・1037）へ。

▲多々見市長から辞令を受ける崔さん
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市内でゆっくり楽しみませんか？

「新収蔵品展　― 新たなる記憶 ―」
引揚記念館企画展

　平成 25 年度に寄贈のあった資料の中から 288 点を紹
介します。
　今回の企画展では、シベリア抑留の回想画を中心に、
出征する際に友人から贈られた日の丸の寄せ書きや、旧
舞鶴海軍病院で終戦後も使用されていた食器など、新た
な収蔵資料の展示を行います。

【日時】４月 26 日㈯～７月 15 日㈫９時～ 17 時
【場所】引揚記念館
【入館料】300 円
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

▪こどものひろば
【日時】５月３日㈷ 10 時から
【場所】青葉山ろく公園
【内容】昔の遊びやスタンプラリー、野外ステージなど
▶詳しくは、市レクリエーション協会事務局の脇坂さ
ん（☎ 63・4637）へ。

大型連休中のイベントを紹介

　終戦まで「海軍記念日」であった５月 27 日に、通常
は公開していない舞鶴地方総監部会議所（通称：東郷邸）
を一般公開。

【日時】５月 27 日㈫ 13 時～ 16 時
（受け付け終了は 15 時 30 分）
【場所】舞鶴地方総監部会議所（余部下）
【対象者】中学生以上
【その他】現地に駐車場はありません。バスなどの公共
交通機関をご利用を。※最寄りのバス停「造船所前」
▶詳しくは、海上自衛隊舞鶴地方総監部広報係（☎ 62・
2250）へ。

「東郷邸」の一般公開
近代日本の歴史を感じる

▪赤れんが博物館　
　こどもの日は入館無料

【日時】５月５日㈷、９時～ 16 時
【内容】クイズラリー（先着 100

▪こいのぼりフェスタ
【日時】５月５日㈷９時から
【場所】五老スカイタワー
【内容】 多くのこいのぼりをタワーに設置。スタンプラリー
やしゃぼん玉遊び、模擬店など。
▶詳しくは、同タワー（☎ 66・2582）へ。

▪引揚記念館 子どもの日イベント
【日時】５月５日㈷ 10 時から
【内容】❖クイズラリー　
❖引揚紙芝居
❖ユネスコ世界記憶遺産登録申請への取り組みコーナー
❖シベリア抑留生活体験コーナー
　①丸太担ぎ体験
　②当時の衣類着用体験
　③当時の食の体験（先着 100 人）
❖おもてなしの再現コーナー
　ふかしイモとお茶の振る舞い。（先着 100 人）
❖地元産品の販売コーナー　

【その他】当日は入館無料
▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

▲東郷邸の外観▲位置図

▲田中武一郎氏の抑留体験画

▲日の丸の寄せ書き

▲コーリャン粥の振る舞い ▲引揚紙芝居

人に記念品を進呈）。石窯の企画展やピザの販売も
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▶詳しくは、赤れんが博物館
（☎ 66・1095）へ。

至 西舞鶴

至 東舞鶴
中舞鶴
郵便局

中総合会館

東郷邸 ジャパンマリン
ユナイテッド

565 27

海上自衛隊
グラウンド

コンビニエ
ンスストア
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木造住宅の耐震改修に助成

　災害に強いまちづくりを進めるため、市内にある木
造住宅の耐震診断や耐震改修に係る費用の一部を助成。

《共通》いずれも対象住宅は昭和 56 年５月 31 日以前
に建てられた住宅で、延べ面積の２分の１以上を居住
に使用しているもの。申し込みは、専用用紙（建築住
宅課に備え付け）に必要書類を添付し、同課へ。

《耐震診断士を派遣》
【募集戸数】　18 戸
【負担額】　3,000 円
【提出書類】　自己診断書（同課に備え付け）に登記事
項証明書など建築年などの分かる書類を添付

《耐震改修費用の助成（本格改修型）》
【対象工事】　改修後の評点が 1.0 以上となる耐震改修
設計や耐震改修工事

【募集戸数】　10 戸
【助成金額】　対象工事費の４分の３（限度額 90 万円）
【提出書類】　耐震診断結果報告書、工事などの見積書、
改修内容の分かる書類など

《耐震改修費用の助成（簡易改修型）》
【対象工事】　屋根の軽量化、耐震壁の増設、床面の補強、
基礎の改修、その他耐震性が向上する工事

【募集戸数】　20 戸
【助成金額】　対象工事費の４分の３（限度額 30 万円）
【提出書類】　工事の見積書、改修内容の分かる書類な
ど
▶詳しくは、建築住宅課（☎ 66・1050）へ。

放置家屋の撤去に助成

　昭和 56 年５月 31 日以前に建てられ、数年にわたり
使用されずに放置されている老朽化した木造家屋の撤
去費用の一部を助成。

【対象工事】　放置家屋の解体・撤去工事
【助成対象者】　市内に放置家屋を所有し、市税の滞納
がない人

【募集戸数】10 戸
【助成金額】　対象工事費の２分の１（限度額 60 万円）
【提出書類】　工事の見積書や登記事項証明書など
【申し込み方法】　専用用紙（建築住宅課に備え付け）
に必要書類を添付し、同課へ。
▶詳しくは、建築住宅課（☎ 66・1050）へ。

市営駐輪場の放置自転車を整理

　JR 東・西舞鶴駅の各駐輪場に長期間放置されている
自転車と原動機付自転車を次のとおり整理します。

【日程】
❖５月７日㈬ … すべての自転車などに調査札を取り付け
❖５月 15 日㈭ … 注意札を取り付け
❖５月 30 日㈮ … 警告札を取り付け
❖６月９日㈪ …警告札付き自転車などを移動
▶詳しくは、都市計画課（☎ 66・1048）へ。

　５月12日は「民生委員・児童委員の日」。生活の中で、
福祉に関する困ったことや心配事があれば、地域の民
生委員・児童委員へ気軽にご相談を。
　お住まいの地域の民生委員・児童委員が分からない
場合は、保健福祉企画課まで連絡を。
　主な活動内容は次のとおり。

【民生委員・児童委員の主な活動】
❖福祉に関する相談や助言
❖ひとり暮らし高齢者への見守り活動や健康状態・世
帯状況などの調査
❖福祉に関する情報提供や関係行政機関などへの連絡
❖母子家庭などに対しての行政機関への協力や子育て
に関する相談

【主任児童委員の主な活動】
❖学校や児童相談所などと連携し、いじめ・不登校問
題の相談や児童虐待の早期発見・対応
❖民生委員・児童委員との連携による問題を抱える児
童・家庭などへの相談援助
▶詳しくは、民生児童委員連盟事務局（保健福祉企画
課内、☎ 66・1011、FAX 62・7957）へ。

身近な地域の相談役

社会教育委員の決定

　生涯学習・家庭教育など、社会教育の分野で教育
委員会に助言をいただく社会教育委員９人が決定。
任期は２年。委員の皆さんは次のとおり。（敬称略）
❖大泉邦暉（下福井）❖四方筆樹（朝来西町）❖谷口英子（喜多）
❖内藤行雄（魚屋）❖鍋師廉弘（上安久）❖福原習作（平野屋）
❖松井恭子（南田辺）❖山内哲夫（倉谷）❖山本寛子（行永）
▶詳しくは、社会教育課（☎ 66・1073）へ。

6 月 1 日は人権擁護委員の日

　法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員がいじめ
や差別などの相談に随時応じています。無料。秘密
厳守。法務局舞鶴支局で受け付け。（敬称略）

【人権擁護委員】❖江宮文夫（福来）❖川尻治彦（浜）
❖佐藤明子（浜）❖鈴木孝子（余部上）❖谷公人（余部上）
❖寺島勝（上安久）❖南部久美（岡田由里）❖福島
イツヨ（公文名）❖藤村由紀（大波上）❖村尾幸作

（丸山中町）❖山田敏子（西吉原）
《特設相談所を開設》６月１日㈰９時～ 12 時と 13
時～ 16 時、総合文化会館。面接相談（個室、秘密
厳守）。無料。申し込み不要。
▶詳しくは、法務局舞鶴支局（☎ 76・0858）へ。
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土砂災害警戒区域の指定

▪納税通知書を郵送
　５月中旬に 50cc バイクや軽自動車などの平成 26
年度軽自動車税納税通知書を郵送します。納期限日は
６月２日㈪。
　障害者手帳があり、一定の要件に該当する人に減免
制度があります。申請は５月 26 日㈪までに税務課へ。
▪郵便局、コンビニエンスストアの利用が可能に
　これまでの金融機関に加え、近畿２府４県のゆうち
ょ銀行・郵便局と全国のコンビニエンスストア各店舗
で納付できます。コンビニエンスストアでの取り扱い
は、６月２日㈪まで。
▶詳しくは、税務課（☎ 66・1026）へ。

軽自動車税のお知らせ

京都府から普通自動車税のお知らせ

　６月２日㈪は普通自動車税の納期限日。近くの金融
機関やコンビニエンスストア、府の納税窓口で期限内
の納付を。
▶詳しくは、中丹広域振興局企画総務部税務室（☎
62・2502）へ。

　登録型本人通知制度とは、本市に本籍や住民登録の
ある人が事前に登録することによって、その人の戸籍
謄・抄本や住民票の写しなどを代理人や第三者に交付
したときに、その交付の事実を登録者本人にお知らせ
する制度です（取得した人の名前や住所をお知らせす
るものではありません）。個人情報が悪用される危険の
ある不正取得を防ぐ効果が見込まれています。
　登録を希望する人は、運転免許証などの本人確認書
類を持って市民課か西支所市民・年金係の窓口へ。
▶詳しくは、市民課（☎ 66・1002）か西支所市民・
年金係（☎ 77・2252）へ。

ご存知ですか？「登録型本人通知制度」

　ボランティア団体や NPO 法人、自治会などの市民
団体が取り組む環境保全や子育て支援、福祉・防犯活
動などの活動に助成金を交付します。

【交付条件】　事業費 15 万円以上で平成 26 年度中に完
了すること

【交付率】　事業費の３分の２以内または全額
 （事業内容により限度額あり）

【申し込み方法】　６月２日㈪までに所定の用紙（企画
政策課に備え付け）で同課へ。
▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

地域に元気　地域力再生交付金

こだわりの逸品　パンフレットを改訂

　市内の生産者が独自のこだわり
をもって生産する農産物や加工品
を紹介する「ふるさと舞鶴あぐり
ブランド推奨品」のパンフレット
を全面改訂。市内をはじめ、市外
の方々へ推奨品の希少価値や高い
ブランド性を広く情報発信してい
きます。希望者には無料配布。
▶詳しくは、農林課（☎ 66・1023）へ。

新たな地球温暖化対策推進実行計画を策定

　市の施設などを対象に「第３期 舞鶴市地球温暖化
対策推進実行計画」を策定。これまでの取り組みを踏
まえ、更なる地球温暖化防止に努めます。

【計画期間】平成 26 ～ 30 年度
【主な目標】温室効果ガスの平成 24 年度比 5.9㌫削減
【主な改定箇所】指定管理施設など対象範囲を拡大
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

サルの追い払い専用番号　　
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　府では、平成 16 年度から「土砂災害防止法（土
砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進
に関する法律）」に基づき、土砂災害の恐れのある場
所を調査し、「土砂災害警戒区域」と「土砂災害特別
警戒区域」を指定しています。これまで市内 104 地
区 1,560 か所が指定され、今年度で市内全域の区域
指定が完了する予定です。市では、住民の皆さんに
円滑に避難していただくため、指定を終えた区域か
ら順次、土砂災害ハザードマップを作成し全戸配布
しています。指定区域は、京都府ホームページ（http://
www.pref.kyoto.jp/dosyashitei/index.html） で 確
認できます。
▶詳しくは、国・府事業推進課（☎ 66・1047）へ。

　各地域で野生のサルの追い払いを手伝う「サルの追い
払い専用電話」が５月１日～ 11 月 30 日にシルバー人
材センターに開設。近年、住宅地に野生のサルが頻繁に
出没し、農作物や生活環境の被害報告が相次いでいます。
　各地においても追い払いなどに取り組んでいただいて
いますが、追い払いが困難な場合は、同センターの追
い払い隊が駆け付けます。

▶詳しくは、農林課（☎ 66・1023）へ。

追い払い専用ダイヤル

（☎ 090・4494・7588、６時～ 12 時）
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シリーズ  市政の「今」第 8 回
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みんなで支える
子どもの安心と豊かな育ち
　～すべての子どもが自分の可能性を
                       実感できる社会を目指して～

▲東地区の公立３保育所を統合

　市では、新しい時代を切り開き、次世代を担っていく子どもの健全な育成を図るため、社
会全体で成長を支えながら、発達段階に応じた質の高い教育・保育を行うとともに、その環
境づくりに努めています。
　シリーズ市政の「今」。第８回は、子どもを安心して産み育てられる環境づくりと子ども
の育ちに対応した支援体制の構築など、子育て支援策についてお知らせします。

▲保小連携事業で園児と児童が交流

　
仕
事
と
家
庭
の

　
　
　
　
両
立
を
支
援

　
希
望
す
る
す
べ
て
の
人
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
働
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
が
「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
」
を
愛

し
、
好
奇
心
・
探
究
心
を
持
て
る
よ

う
、子
ど
も
主
体
の
保
育
を
目
指
し
、

市
内
の
全
保
育
園
と
連
携
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
保
育
推
進
事
業
や
保

幼
小
連
携
な
ど
を
実
施
。
保
育
水
準

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
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前
島
ふ
頭
の
南
側
約
１
万
２
千

平
方
㍍
に
、
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
、
子
ど
も
を
安
全
に
楽
し
く
遊

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
が
集
い
、

交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

「
子
育
て
交
流
施
設
」
を
整
備
し

ま
す
。

　
平
成
27
年
の
春
に
供
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　
地
域
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
地
域
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

仕
事
な
ど
で
昼
間
、
家
庭
に
保
護

者
が
い
な
い
場
合
に
、
平
日
の
放

課
後
や
土
曜
日
、
学
校
の
長
期
休

業
期
間
な
ど
に
学
校
施
設
な
ど
を

利
用
し
て
児
童
を
安
全
に
預
か
る

事
業
。

　
現
在
、
市
内
25
か
所
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
児
童
の
健
全
な
育
成
を
推
進

し
、
保
護
者
の
就
労
と
子
育
て
の

両
立
を
図
る
な
ど
、
地
域
と
協
働

し
て
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　「
子
育
て
交
流
施
設
」
を
整
備

▲地域子育て支援センター

▲子育て交流施設を整備

　
乳
幼
児
健
診
の
結
果
な
ど
を
も

と
に
、
主
に
市
内
の
関
係
機
関
で

構
成
す
る
臨
床
心
理
士
、
臨
床
発

達
心
理
士
、
言
語
聴
覚
士
、
特
別

支
援
教
育
士
、
作
業
療
法
士
、
保

健
師
、
保
育
士
等
の
チ
ー
ム
が
幼

稚
園
、
保
育
所
等
を
巡
回
。
支
援

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
子
ど
も
の

集
団
生
活
の
状
況
な
ど
を
把
握

し
、
個
々
の
成
長
と
発
達
に
合
っ

た
保
育
環
境
の
あ
り
方
や
先
生
の

適
切
な
関
わ
り
方
、
専
門
機
関
の

必
要
性
、
園
の
先
生
の
追
加
配
置

な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
京
都
府

　
幼
稚
園
・
保
育
所
等

　
　
　
　
　
　
の
巡
回
支
援

　
舞
鶴
市
こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
事
業

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
乳

児
が
い
る
全
て
の
家
庭
を
訪
問

し
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報

提
供
な
ど
を
行
う
「
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
を
平
成
24
年
度

か
ら
実
施
。
お
お
む
ね
生
後
４
か

月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭

に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
が
訪
問
し
、
子
育
て
に

役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
の
健
康
や
赤
ち
ゃ

ん
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
、

皆
さ
ん
の
そ
ば
で
、
楽
し
い
子
育

て
を
応
援
し
ま
す
。

　
子
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
子
ど
も
（
０
歳
～
18
歳
）
に
関

す
る
悩
み
や
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、
舞
鶴
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
北
吸
）
３
階
に
子
ど
も
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
育
児
や
子
育

て
を
は
じ
め
、
児
童
虐
待
や
不
登

校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
相

談
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▲民生委員が各家庭を訪問

▲地区地域で放課後児童クラブを実施

　
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
充
実

　
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
う
機
会
が

減
少
し
、
子
育
て
家
庭
の
孤
立
化

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
親

と
子
が
気
軽
に
集
い
、
つ
な
が
り

合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
親

と
子
の
ひ
ろ
ば
」
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
身
近
で
気
軽
に
利
用
で

き
る
場
の
提
供
や
、
地
域
で
支
え

る
子
育
て
支
援
の
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
成
長
と

　
　
　
　
　
発
達
を
支
援

　
保
健
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
に

関
わ
る
市
内
の
関
係
機
関
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
実
施
し
て
い
る
子
ど
も

の
成
長
・
発
達
に
係
る
取
り
組
み

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
連
携

に
よ
る
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
乳
幼
児
健
診

や
保
護
者
向
け
の
子
ど
も
の
関
わ

り
方
の
教
室
、
幼
稚
園
・
保
育
所

等
の
巡
回
支
援
、
個
別
の
教
育
支

援
計
画
の
策
定
、
発
達
支
援
フ
ァ

イ
ル
の
配
付
な
ど
で
す
。

中
丹
東
保
健
所
と
京
都
府
保
育
協

会
、
舞
鶴
市
の
３
者
共
催
に
よ
る

保
育
園
の
先
生
を
対
象
と
し
た
連

続
研
修
講
座
を
京
都
府
下
で
初
め

て
開
講
し
、
専
門
的
な
支
援
技
術

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
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「引き揚げ」の記憶を次世代へ

　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き揚げ
やシベリア抑留などに関する約１万２千点の資料の中か
ら、今回は「防寒コート」を紹介します。
　シベリアでは、一年の半分以上が冬で、気温はマイナ
ス 30℃以下にもなり、寒さから身を守ることは、命を守
ることと同じでした。当館には、そうした極寒のシベリ
アで、寒さから抑留者の命を守った防寒コートが多数収
蔵され、その一部を展示しています。
　防寒コートの中には、関東軍で支給されたものや、シ
ベリアなどの収容所で支給されたものなど、さまざまな
ものがあります。
　関東軍の防寒コートには、作業などで一時的に上昇し
た体温を調節するために、両腕の袖が取り外せる工夫が
されていたものもあります。シベリア抑留生活では、そ
の袖を取り外して、空腹を満たすために、黒パンと交換
した抑留者もいました。耐えがたい寒さと空腹の両方を
満たすことができない極限の状況の中で、苦渋の決断だ
ったことでしょう。

収容所で支給された防寒コートには、紺色のものが多
く、他にはカーキ色のものもあります。収容地区や収容
所内での役割など、色の違いによって何らかの区別がさ ▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

れていたのではない
かと推測されます。ま
た、中には上腕の部分
だけが白い布になって
いて、収容所での個人
番号と思われる数字が
記されたものもありま
す。生地は、裏に起毛
されたものもあります
が、マイナス 30℃の
極寒の中、突き刺さる
ような冷たい風が首や袖から入り、到底、寒さをしのぐ
ことは難しかったと証言している方もいます。

それでも、極寒のシベリアで、防寒コートが多くの命
を守ってきたことには違いありません。不幸にも、持ち
主が亡くなったコートは、また誰かの寒さを防ぎ、命を
つなぐために使われたのでした。

当館に寄贈された防寒コートの多くは、帰国後も大切
に保管されていたものです。それは、無事に生還できた
ことへの感謝の気持ちと、祖国の土を踏むことができな
かった戦友へのさまざまな想いを記憶に留めておくため
だったのかもしれません。

▲防寒コート

広げよう人権の輪　～ 子どもの未来のために ～

中学２年の A 君は「勉強なんか面白くない、全
然分からん」と学習に対して全く意欲がありません
でした。友達と一緒に過ごすときが一番楽しいと、
深夜まで遊び回り、昼夜逆転の生活を送る中で、万
引きや窃盗を繰り返したあげくに補導され、家庭裁
判所で保護観察という審判を受けました。

私は、A 君と関わる機会があって、何度か会う
うちに、他人に対する攻撃的な態度とは反対に、内
心では誰かに助けてほしいと思っているのではない
かと感じるようになりました。強がっていますが、
私の話には「うん、うん」と聞く素直さがあります。
普段は感情をあまり表に出さない A 君ですが、こ
れまでにも、きっといくつもの信号を出していたの
だと思います。彼が発する SOS を周りの大人がも
っと早くキャッチしていれば、これまでのようには
ならなかったのではと、とても残念に思います。

Ａ君は過ちを犯したのですから、それに対して
は、きちんとした責任を取ると同時に、自分の力で
立ち直っていかなければなりません。彼が、保護司
との定期的な面談と指導・助言を受けるようになっ
てから約１年が経とうとしています。この間、熱意

ある保護司の関わりもあり、近頃では「俺はこのま
まで良いのだろうか」という思いも芽生えてきたよ
うで、それが彼を変えているように思います。表情
も柔らかくなり、学校にもきちんと行くようになっ
てきました。

青少年を取り巻く社会環境の変化や価値観の多
様化は、成長過程における人格形成に強い影響を与
えています。子どもたちの日々の変化を見逃さず、
彼らが発する SOS を素早く受け止めることで、未
然に過ちを防げることがあります。過ちを犯してし
まったあとで立ち直ろうする子どもたちに「あの子
は…」というレッテルを貼り、色眼鏡で見るのでは
なく、一人の人間として自信を持って歩んで行ける
ように見守り、励まし、支えていくことが私たち大
人の役目なのではないでしょうか。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　   《人権啓発推進室》
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  ドクターＴのひとりごと
　　その 23「『経済人口』10万人を
　　　　　　　　　　　目指すまちづくり」

　少子高齢化と人口減少による地域経済の落込みが地
方自治体で益々深刻な課題となっています。このよう
な状況に対応するため、定住人口の減少抑制と交流人
口（観光客などの市外からの入込客）の増大を図らな
ければなりません。定住人口 1 人当たりの年間平均消
費支出額は 124 万円と試算され、その約 70㌫の 86 万
円が地域で消費されています。この地域消費額を交流
人口で補うことができれば、定住人口 1 人増に相当し
ます。定住人口と交流人口の地域消費額を 86 万円で割
って換算した人口を経済人口と定義し、経済人口が拡
大するまちづくりを推進したいと考えています。平成
25 年度の定住人口は約 8.6 万人、交流人口は約 200 万
人（消費総額は推定約 80 億円、これは定住人口約 0.9
万人の地域消費額に相当）であり、経済人口は約 9.5
万人となります。定住人口の自然増は期待できず、U
ターンや J ターン増で社会減を抑制し、交流人口の宿
泊客増となるような施策が必要です。経済人口拡大の
ため、活力ある（雇用創出、観光振興など）まちづくり、
安心（医療福祉、子育て・教育環境の充実など）のま
ちづくり、心豊かに暮らせる（スローライフ、自然・
歴史文化の重視など）まちづくりを推進します。

　府および市では、国において原子力災害対策が全面的に
見直されたことを受け、その内容を反映させた「原子力防
災のしおり」を新たに発行しました。
　４月中旬～５月上旬にかけて、市内の全世帯に配送業者
がポスティングにより、ご自宅の郵便受けなどにお届けし
ますので、ご活用ください。
　配布漏れなどにより届かなかった場合は、危機管理・防
災課までご連絡を。後日、お送りさせていただきます。
　また、主な市公共施設にも配置しておりますので、ご利
用ください。

▪配置する主な市公共施設
　危機管理・防災課、西支所、
加佐分室、中央・東・西・南公民館、
大浦・城南会館、東・西図書館、
東・西消防署

▪市ホームページに掲載
アドレス　http://www.city.maizuru.kyoto.jp/

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

　東日本大震災で語られた多くの家

族の物語。それとは対照的に、見え

てこなかった独身者の姿。休みなく

働いた人、婚活に挑んだ人、特技を

活かしてボランティアに励んだ人。

報じられることの少なかった独身者

の「震災物語」。　　　　　　　（西）

街路樹の呼び名事典
亀田龍吉

地震と独身
酒井順子

図書館だより
　　　　　　～ 今月のおすすめ本 ～

　四季折々に表情を変えて、道行く

人々に季節の移ろいを教えてくれる

街路樹。普段、何気なく目にする木々

の名前の由来や生態など、知ってい

るようで知らない街路樹の魅力に迫

ります。　　　　　　　　　　（東）

防災ひとくちメモ

「原子力防災のしおり」を発行
ポスティングにより全世帯に配布

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

　家庭から出される生ごみのうち、約４割が食べ残し。
これには食事の残りだけではなく、手つかずのまま捨
てられる食品も含まれるよ。「もったいない」の気持ち
で、「食材を最後まで使いきる」「作りすぎない」「食事
は食べきる」を心がけよう！　              《生活環境課》

 ごみブクロウの
 『エコな生活ホーホー』教えます！

「
も
った
い
な
い
」

　
　
　

食
事
の
時
も

　
　
　
　
　

意
識
し
て

食
べ
残
し
ゼ
ロ
の

　
　
　
　
　

エ
コ
な
食
卓

「５３０( ごみゼロ ) のすすめ」
ごみブクロウ流

（ 方 法 ）

ノコシタラ
モッタイナイヨ

オナカ
イッパイ…
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❖人間ドック＋脳ドック（24,680 円）
※追加で骨密度測定、肝炎ウイルス検査（Ｂ型・Ｃ型）
も受診可（各 610 円）
▪明治国際医療大附属病院（南丹市）
❖人間ドック（10,814 円）
❖人間ドック＋脳ドック（19,307 円）

【受診期間】来年３月 31 日㈫までに指定の医療機関で
【その他】特定健康診査と両方は受診不可
【申し込み方法】５月 15 日㈭～７月 31 日㈭に保険証と
印鑑を持参し、保険医療課か西支所保健福祉係へ。
▶詳しくは、保険医療課（☎ 66・1003）か西支所保健
福祉係（☎ 77・2253）へ。

保健福祉ニュース  

人間ドック・脳ドック受診費用を補助

　人間ドックと脳ドックの受診費用を補助します。病気
の早期発見・早期治療のためにこの機会に受診を。

【対象】
▪舞鶴市国民健康保険加入者で次のいずれにも該当
❖ 30 歳以上（脳ドックは 40 歳以上）で入院・妊娠し
ていない❖保険料を滞納していない
▪市内在住の後期高齢者医療制度加入者

【自己負担額】　
▪市内医療機関
❖人間ドック（12,960 円）　❖脳ドック（12,960 円）

　　　　　京都交通バスの路線とダイヤが変更
　京都交通㈱の協力により、５月 12 日㈪から
バス路線の運行ルートとダイヤを変更します（現
在、国へ申請中）。これにより、「東西循環線」
が市内公的病院（舞鶴医療センター、舞鶴共済
病院、舞鶴赤十字病院、舞鶴市民病院）を循環
する「病院間循環バス」の役割を担い、通院の
利便性が向上します。
▪主な変更内容
　❖東西循環線に「共済病院前バス停」を新設
　❖東西循環線の右回りと左回りともに 30 分
　　毎の完全パターンダイヤで運行
　❖市場循環線を新設
　　（東舞鶴駅前～大門三条～市場）
　❖「市民病院前バス停」を「浮島バス停」に
　　名称変更
▪病院間循環バス　運賃を助成
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　公的病院を受診した後、東西循環線を利用して同じ日に他の公的病院を受診
される患者さんに対し、病院間のバス運賃を助成します。

《助成の利用方法》　
　最初に受診した公的病院で助成券を受け取り、次に受診した公的病院に提出。
支払った病院間のバス運賃を全額助成。

▶バスのダイヤに関する問い合わせは、京都交通㈱舞鶴営業所（☎ 75・5000）
か企画政策課（☎ 66・1042）へ。
▶病院間の運賃助成に関する問い合わせは、舞鶴地域医療連携機構（☎ 75・
4900）へ。

共済病院前
バス停（新設）

森町バス停
（移設）

新ルート

既存ルート

廃止ルート

舞鶴
共済病院 Ｊ

Ｒ
東
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鶴
駅

新しい東西循環線と市場循環線

JR 東舞鶴駅周辺
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新舞鶴・三笠地域包括支援センターが移転

　４月 16 日から舞鶴市市民病院別館に設置していた「新
舞鶴・三笠地域包括支援センター」を舞鶴市東地区中心
市街地複合施設（旧マイコム）２階へ移転しました。電
話番号やファクスに変更はありません。
❖電話・ファクス番号…（☎ 77・5001、ＦＡＸ 77・5011）

《 地域包括支援センターとは？ 》
　地域で暮らす高齢のみなさんが、心身ともに健康で
安心して生活が送れるよう、相談を中心に支援する窓
口です。市内では７か所で地域を分担し、事業を展開
しています。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

CAMERA EYE
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姉妹都市で英語を学ぶ

ぽっかぽかフェスタ 大盛況

　３月 22 日～ 31 日まで、舞鶴市の中高生が姉妹都
市のポーツマス市（英国）を訪問しました。
　青少年英語研修として市が毎年行っているもので、
今年の参加者は中学生５人、高校生９人。英語学校で
の学習をはじめ、ホームステイなどを通じて、英語と
英国文化への理解を深めました。
　帰国後の４月４日、市長への報告に訪れた参加者た
ちは「思い切って話しかけることの大切さを感じた」

「英語の難しさを痛感。さらに上達したい」など、感
想や今後の希望について話していました。

　３月 30 日、子育て中の親が中心となって企画・
運営する「ぽっかぽかフェスタ」が中総合会館で、
初めて開催されました。
　子どもも大人も楽しめる「ものづくり」コーナー
やフリーマーケット、スタッフによる似顔絵のコー
ナーなど数多くのブースが用意され、どのブースも
順番に巡る親子でにぎわっていました。そのほかに
も、ミニ運動会やパパサークルによる新聞遊び、マ
マサークルによるフラダンスステージなども行われ、
ほのぼのとした盛り上がりを見せました。
　この日、雨の中約 400 人の親子連れが訪れ、会場
内は子どもたちの笑顔とそれを見守る母親や父親の
笑顔で「ぽっかぽか」な雰囲気となりました。

CAMERA EYE

①赤ちゃん運動会
②にぎわう会場内
③新聞紙を使った遊びに大興奮！

　４月 10 日、舞鶴市出身の版画家・田主誠さん（大
阪府、71 歳）が、舞鶴の風物などを描いた版画 177
点を市に寄贈しました。田主さんは、独学で版画を学
び、これまでに１万点を超える作品を制作。国内外で
多くの賞を受賞されています。
　田主さんは「舞鶴には素晴らしいところがたくさん
あります。作品を多くの人に見ていただいて、心にう
るおいを感じてもらえれば」と話していました。
　寄贈された作品は、今秋、赤れんがパークで展示さ
れる予定です。

版画家 田主誠さん　作品 177 点を市に寄贈　

①スティーブ・ワイリー副名誉市長と懇談する研修生
②ホームステイ先のホストファミリーが出迎える　③英語学校で授業

①

② ③

①作品を前に微笑む田主さん
②寄贈作品「松尾寺馬頭観音像」　
③多々見市長から感謝状を受ける田主さん

①

③②

①

②

③
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５月のカレンダー

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。
また、軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り
平日の診療時間内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
３日㈯ ９時から

舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）
４日㈰ ９時から

５日㈪ ９時から 舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

  ６日㈫ ９時から 舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

 10 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

 11 日㈰ ９時から

 17 日㈯ 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院（☎ 75・4175）

 18 日㈰ ９時から

 24 日㈯ 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院（☎ 62・2510）

 25 日㈰ ９時から

 31 日㈯ 開業医の診療終了後 舞鶴医療センター（☎ 62・2680）

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
３日㈯

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
４日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
 ５日㈪ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
 ６日㈫ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 11 日㈰ 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）
18 日㈰ 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）
25 日㈰ 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

納　　期

種　類 納期限
　軽自動車税 （全期）

６月２日㈪
　普通自動車税 （全期）

水道修理

※ 19 時以降は市役所（☎ 62・
2300）か西支所（☎75・2250）へ。

当番会社
足立管工業㈱ （☎ 75・4140）

※骨髄バンクドナー登録会を同時開催。いずれも 400㍉㍑のみ

日 受付時間 会場

17 日㈯ ９時～ 13 時 志摩機械㈱

25 日㈰
９時 30 分～ 12 時

田辺城まつり
13 時～ 15 時 30 分

30 日㈮
９時 30 分～ 12 時 30 分

バザールタウン舞鶴
13 時 30 分～ 16 時

献血の日程
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※１
※２

※３

受付時間は平日の８時 30 分～ 16 時 30 分。専用電話（☎ 64・5953）へ。
舞鶴保健興業㈲が収集する地域＝東地区（寺川以西）、中地区（全域）、
西地区（吉原、匂崎）は４月 30 日、５月１日・２日も休業。
土・日曜日の持ち込みは、事前に予約が必要。予約は平日の８時 30
分～ 16 時 30 分に同プラザ（☎ 64・7222）へ。

日
収集ごみ 粗大ごみの

戸別収集
申込受付※ 1

し尿の
収集

ごみの持ち込み

可燃 不燃 清掃
事務所

リサイクル
プラザ

５
月

   １日㈭ ○ ○ ○ ※ 2

８時 30 分
～ 16 時

８時 30 分
～ 16 時

※３

   ２日㈮ ○ ○ ○ ※ 2

   ３日㈯ 休 休 休 休

   ４日㈰ 休 休 休 休

   ５日㈪ 休 ○ 休 休

   ６日㈫ 休 ○ 休 休

ごみ・し尿の収集

【日時・会場】下表のとおり
【内容】筋力、柔軟性、バランス能力などのトレーニングやスワロビクス、体力測定
【対象】65 歳以上（多数の場合は抽選）※初めての人を優先、要支援・要介護認定者は除く

【参加費】月 2,000 円
【その他】　今年度は全会場で６月に一斉スタートします。
【申し込み方法】５月７日㈬～ 16 日㈮に電話で各会場へ。

会場・申込先 実施期間 曜日・時間 定員
加佐公民館

（☎ 83・0014）
６月３日～
来年３月 24 日

毎週火曜日
13 時 30 分～ 15 時 30 分 30 人

東体育館
（☎ 66・1061）

６月４日～
来年３月 25 日

毎週水曜日
14 時～ 16 時 20 人

保健センター
（申し込みは、
スタジオ PEP
☎ 66・3330 へ）

６月６日～
来年３月 20 日

毎週金曜日
10 時～ 12 時 40 人

６月 10 日～
来年３月 31 日

毎週火曜日
14 時～ 16 時 40 人

城南会館
（☎ 78・1800）

６月６日～
来年３月 20 日

毎週金曜日
14 時～ 16 時 30 人

南公民館
（☎ 62・0288）

６月 10 日～
来年３月 31 日

毎週火曜日
14 時～ 16 時 40 人

会場・申込先 実施期間 曜日・時間 定員

スタジオ PEP
（☎ 66・3330）

６月２日～
来年３月 23 日

毎週月曜日
14 時～ 16 時 25 人

６月４日～
来年３月 25 日

毎週水曜日
10 時～ 12 時 25 人

大浦会館
（☎ 68・2010）

６月３日～
来年３月 24 日

毎週火曜日
９時 30 分～ 11 時 30 分 30 人

西市民プラザ
（☎ 77・0086）

６月３日～
来年３月 24 日

毎週火曜日
10 時～ 12 時 25 人

６月５日～
来年３月 19 日

毎週木曜日
14 時～ 16 時 25 人

いつまでも健康で生き生きと
「高齢者生き生きトレーニング教室」  参加者を募集
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　今年から保健センターへの申し込みが不要になりま
した。実施期間内に直接実施医療機関に受診してくだ
さい。

【実施期間】　10 月 31 日㈮まで
【場所】　市内の実施医療機関
　　　　（詳しくは、保健センターにお問い合わせを）

【内容】　便潜血反応検査（少量の便を２日間採取）
【対象】　市内に住民登録のある 40 歳以上
　　　　（昭和 50 年３月 31 日以前出生）

【料金】　500 円
【その他】次に該当する人は無料
　❖市民税非課税世帯（※１）　❖生活保護世帯（※１）

　❖ 70 歳以上（昭和 20 年３月 31 日以前出生）
　❖舞鶴市国民健康保険の加入者
　（※１）の人は受診希望日の 10 日前までに保健
　センターにご連絡を。

　会場名の記載がない催しは保健センターで開催。申し込みは、特に指定がない場合は同センターへ。
協力医療機関についてのお問い合わせも同センターへお願いします。

５月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）
※各１回のみ参加可

２歳６
か月児

平成 23 年６月 22 日～
11 月 16 日生まれ ５月 29 日㈭

９時～ 11 時 15 分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布

先着
20 人

300 円 ５月 12 日㈪から
電話で

２歳児 平成 23 年 12 月 15 日～
24 年５月 27 日生まれ

先着
30 人

離乳食教室 ５～６か月児の保護者 ５月 23 日㈮
14 時～ 15 時 30 分 離乳食開始後の話と試食 先着

15 人 無料 ５月２日㈮から
電話で

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ５月 19 日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談
❖身体計測 など

なし 無料 不要

心の健康相談室 市内在住の人 ５月 26 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレス など

先着
３人 無料 ５月２日㈮～ 23 日㈮に

電話で

教室・相談
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対象 内容 その他

乳幼児健診 ３か月 ･10 か月 ･
１歳６か月 ･ ３歳児 ❖身体計測　❖問診　❖医師の診察　など 　該当者には通知。対象などは同センターか

市ホームページでご確認を。転入や紛失など
で予診票がない人は、同センターへ連絡を。

《子宮頸がん予防ワクチンの接種》
　国の通知により現在、積極的にお勧めして
いません。ただし、有効性とリスクを理解し
た上で接種することはできます。

予防接種
（協力医療機関
で個別接種）

乳幼児
❖ヒブ　❖小児用肺炎球菌　❖四種混合１期  ❖ＢＣＧ
❖麻しん風しん１期・２期　❖日本脳炎１期
❖三種混合１期　❖不活化ポリオ　

児童・生徒 ❖三種混合２期　❖日本脳炎２期　❖子宮頸がん予防

健康診査・予防接種

　６月４日～ 10 日は「歯と口の健康週間」。
　80 歳で 20 本以上の歯を残すことを目指し、啓
発イベント「8020 歯っぴいデイ」を開催します。

【日時】６月４日㈬９時 30 分～ 12 時
【場所】中総合会館
【内容】歯や入れ歯、むし歯、歯周病など、お口の
　　　  悩みに舞鶴歯科医師会の馬場俊郎歯科医師
　　　  が対応。

【定員】先着 15 人
【申し込み方法】５月７日㈬～前日に電話で保健
　　　　　　　  センターへ。

《健口アドバイスコーナーも開設》
　９時 30 分～ 16 時、同館３階。むし歯、歯周病
などの予防啓発に関する展示と歯科衛生士による口
腔ケアアドバイスなど。無料。申し込み不要。
※口腔ケアグッズの配布あり

声かけあってみんなで行こう！がん検診 　　白い歯っていいな

　　8
はちまるにいまる

020 歯っぴいデイ

予防接種に関するお知らせ ▪同じワクチン同士の接種間隔が見直し
　 　四種混合１期、三種混合１期、不活化ポリオ、日本脳
　炎１期、ヒブ、子宮頸がんの予防接種は従来定められて
　いた接種間隔を超えて接種した場合も、接種有効期限内
　であれば定期接種として接種可。また、四種混合１期、　
　三種混合１期、不活化ポリオ、日本脳炎１期の追加接種は、
　初回接種終了後６か月以上の間隔をおいて接種可。

▪日本脳炎１期
　　平成 19 年４月２日～ 21 年 10 月１日生まれで、90 か
　月になる日の前日までに接種が完了しない場合は、10 ～
　13 歳未満に１期の未完了分を定期接種として接種可。該
　当者には通知済み。

「受けちゃっ
た？」

大腸がん検診の受診を
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ほ
か
昆
虫
の
観
察
会

●
５
月
18
日
㈰
10
時
～
12
時

●
園
内
や
そ
の
周
辺
に
飛
来
す
る
チ
ョ
ウ

（
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
）
や
昆
虫
を
観
察

●
先
着
15
人
●
１
０
０
円

●
電
話
で
同
園
へ
。

▪
春
の
自
然
観
察
会
・
試
食
会

●
５
月
24
日
㈯
10
時
～
12
時

●
山
野
草
の
採
取
と
試
食

●
先
着
15
人
●
１
０
０
円

●
電
話
で
同
園
へ
。

▪
春
の
ぶ
ら
ぶ
ら
町
歩
き

●
５
月
18
日
㈰
10
時
～
12
時
30
分

●
西
舞
鶴
駅
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
集
合

●
漁
師
町
の
吉
原
地
区
を
巡
る
●
最
少
催

行
人
員
６
人
●
５
０
０
円

〈
共
通
〉
●
５
月
７
日
12
時
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
観
光
商
業
課
（
☎
66
・
１

０
２
４
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）
へ
。

定

時 場

料

内

他

講

申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ
▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

春
ハ
イ
キ
ン
グ

▪
神
崎
春
ハ
イ
キ
ン
グ

●
５
月
10
日
㈯
10
時
～
16
時
●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
丹

後
神
崎
駅
●
神
崎
・
油
江
地
区
の
名
所
旧

跡
を
地
元
ガ
イ
ド
と
巡
る
●
先
着
25
人

●
１
，
２
０
０
円

event

催
し

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
木
原
和
美 

手
作
り
展

●
５
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬
10
時
～
16
時

▪
す
ず
ら
ん 
三
味
線
演
奏
会

●
５
月
13
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

▪
山
口
ま
ゆ
み 

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
展

●
５
月
15
日
㈭
～
28
日
㈬
10
時
～
16
時

▪
柏
原
修 

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

●
５
月
19
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

▪
南
部
詩
文
子 

個
展

●
５
月
29
日
㈭
～
６
月
11
日
㈬
10
時
～
16
時

●
陶
芸
や
絵
画
、
編
み
物
な
ど

▪
加
藤
英
雄 

鼻
歌
・
の
こ
ぎ
り
演
奏
会

●
５
月
29
日
㈭
12
時
30
分
～
13
時

自
然
文
化
園
（
☎
68
・
１
１
８
７
）

▪
春
の
山
野
草
展

●
５
月
17
日
㈯
～
25
日
㈰
９
時
～
17
時

●
園
内
に
自
生
す
る
山
野
草
な
ど
、
約
１

春
の
柊
展
（
洋
画
）

●
５
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰
９
時
～
17
時

（
16
日
は
12
時
か
ら
。
18
日
は
16
時
ま
で
）

●
西
総
合
会
館
●
柊
会
員
の
油
絵
約
70
点

を
展
示
●
洋
画
グ
ル
ー
プ
柊
の
大
槻
さ
ん

（
☎
76
・
０
８
９
１
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

●
５
月
16
日
㈮
13
時
～
15
時
●
中
総
合
会
館

●
薬
に
関
す
る
心
配
事

●
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

●
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）

朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

●
５
月
11
日
㈰
13
時
～
16
時
●
市
政
記
念
館

●
新
美
南
吉
著
「
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン

プ
」
や
森
鴎
外
著
「
高
瀬
舟
」
な
ど
。

池
内
小
学
校
の
児
童
が
特
別
出
演
。

●
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
だ
ま
会
と
共
催

●
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
62
・
７
０
４
４
）

「舞鶴のさかな」をもっと多くの人に食べてもらうために、
ロゴマークをつくります。

【応募の規定（締め切りは６月 27 日）】
新鮮な舞鶴の水産物の特徴を表現するもの。
詳しくは、ホームページをチェック

舞鶴のさかなをアピール！

ロゴマークを募集

検索舞鶴市水産協会 ☜

【問い合わせ先】
一般社団法人  舞鶴市水産協会（水産課内、☎ 66・1020）

まいづる花図鑑 93

フィットネス教室　参加者募集
　５月から東体育館と文化公園体育館で次の教室を実施し
ます。日程などはお問い合わせを。いずれも１回 700 円、
予約不要、祝祭日は休み。
　　❖エンジョイ・エクササイズ
　　❖フラダンス　❖エクササイズ
　　❖フィットネスパワーヨガ
　　❖初心者パワーヨガ

【問い合わせ先】
　舞鶴スポーツネットワーク（東体育館内、☎ 66・1061）

つ
つ
じ
ま
つ
り

時

場

内

料

申

定

時時時時時時 内

時場内

料

定

時

場

内問 他時

場

内問 対対時場

内

問

時内

料

申 定 時内

文
化
事
業
団
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

【
総
合
文
化
会
館
】

▪
打
打
打
団 

天
鼓 

和
太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

●
５
月
18
日
㈰
15
時
か
ら

●
全
席
指
定　

４
，
５
０
０
円

●
未
就
学
児
は
入
場
不
可

▪
氷
川
き
よ
し 

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー2014

　

チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
は
５
月
18
日
㈰
か
ら

●
６
月
21
日
㈯
14
時
30
分
と
18
時
30
分

●
全
席
指
定　

７
，
５
０
０
円

●
未
就
学
児
は
入
場
不
可
。
会
館
先
行
発

売
は
５
月
３
日
㈯
ま
で
。

舞
鶴
産
「
京
夏
み
か
ん
」
発
表
会

●
５
月
22
日
㈭
10
時
～
16
時
●
市
政
記
念
館

●
約
１
３
０
年
前
に
北
前
船
で
舞
鶴
に
運

ば
れ
た
と
さ
れ
る
夏
み
か
ん
の
発
表
。

●
先
着
30
人
に
京
夏
み
か
ん
を
進
呈

●
舞
鶴
夏
み
か
ん
の
会
事
務
局
（
竹
内
酒

店
内
、
☎
82
・
５
１
１
５
）

時

場

内問 他 時他 料 時内問

料

定時料他

●
５
月
４
日
㈷
９
時
30
分
～
15
時

●
東
舞
鶴
公
園

●
太
鼓
・
吹
奏
楽
の
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
や
模
擬
店
な
ど
。
子
ど

も
の
あ
そ
び
の
コ
ー
ナ
ー
も
。

●
舞
鶴
つ
つ
じ
ま
つ
り
協
賛
会
の
光
田
さ

ん
（
☎
63
・
２
０
２
０
）
へ
。

時場内問

他
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像
と
語
り
の
感
動
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

●
１
，０
０
０
円
（
当
日
２
０
０
円
増
し
）

※
学
生
は
半
額
●
託
児
あ
り

●
実
行
委
員
会
の
橋
本
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
５
６
６
５
・
１
９
０
２
）

０
０
円
。
３
歳
以
下
無
料
）
●
５
月
20
日

㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
母
子
福
祉

会
の
常
塚
さ
ん
（
☎
・
ＦＡＸ
63
・
８
８
３
８
）
へ
。

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

地
球
の
ス
テ
ー
ジ
４

●
５
月
31
日
㈯
13
時
30
分
か
ら
●
市
民
会
館

●
医
師
の
桑
山
紀
彦
さ
ん
に
よ
る
歌
と
映

教
室
・
講
座

ひ
と
り
親
家
庭 

親
子
バ
ス
旅
行

●
６
月
１
日
㈰
７
時
～
17
時
●
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
（
大
阪
府
）

●
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子
●
先
着
90
人

●
６
，
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
４
，
０

図
書
館
の
催
し

【
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）】

▪
読
書
会

●
６
月
２
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

●
夏
目
漱
石
著
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

▪
お
は
な
し
会

●
６
月
４
日
㈬
15
時
30
分
～
16
時

●
人
形
劇
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

●
幼
児
と
小
学
生

▪
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

●
６
月
10
日
㈫
11
時
～
11
時
20
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

●
０
～
２
歳
児

▪
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く

●
・
●
６
月
21
日
㈯

❖
10
時
30
分
～
11
時
…
小
学
生
❖
11
時
５

分
～
11
時
30
分
…
４
歳
以
上
●
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

【
西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）】

▪
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

●
６
月
７
日
㈯
11
時
～
11
時
30
分
●
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
●
３
歳
以
上

大
浦
の
農
漁
村
体
験

●
５
月
31
日
㈯
10
時
か
ら
●
河
辺
集
会
所

集
合
●
田
植
え
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植

え
、
陶
芸
体
験
な
ど
●
先
着
30
人
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
●
２
，
０
０
０

円
（
昼
食
付
き
）。
小
学
生
以
下
は
無
料
。

陶
芸
体
験
は
別
途
１
，
０
０
０
円
が
必
要
。

●
Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
。

主
催
は
ふ
る
さ
と
大
浦
21
●
５
月
23
日
㈮

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ふ
る
さ
と
大
浦
21

渡
り
蝶 

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
観
察
会

●
５
月
31
日
㈯
９
時
～
11
時
●
東
神
崎
駐

車
場
集
合
●
丹
後
・
丹
波
虫
の
会
●
先
着

30
人
●
雨
天
の
場
合
は
６
月
１
日
㈰
●
５

月
24
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
加
佐
公
民
館

（
☎
83
・
０
０
１
４
）
へ
。

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
５
月
23
日
㈮
12
時
10
分
～
12
時
50
分

●
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
●
田
中
誠
子
さ
ん

と
松
下
恵
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、
小
林

由
香
里
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
が
出
演

●
文
化
振
興
課
（
☎
66
・
１
０
１
９
）

▪
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

●
６
月
18
日
㈬
11
時
～
11
時
20
分

●
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

●
０
～
２
歳
児

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▪
社
会
福
祉
協
議
会
の
講
座

●
５
月
～
来
年
２
月
ま
で
の
第
２
木
曜
日

観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

●
５
月
19
日
㈪
～
７
月
14
日
㈪
に
計
８
回

13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
実
地
研
修
の
と

き
は
９
時
～
16
時
）
●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

●
舞
鶴
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
話
し
方
や

接
し
方
を
習
得
●
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

●
先
着
20
人
●
１
，
０
０
０
円
（
実
地
研

修
は
別
途
５
０
０
円
が
必
要
）

●
電
話
で
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・

６
８
０
０
）
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
５
月
13
日
㈫
18
時
～
21
時

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
５
月
17
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分

〈
共
通
〉
●
先
着
30
人
●
実
施
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
電
話
で
各
消
防
署
へ
。

焙
り
た
て
コ
ー
ヒ
ー
教
室

●
５
月
18
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
城
南
会
館
●
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
た

て
方
な
ど
●
先
着
10
人
●
１
，
７
０
０
円

●
５
月
17
日
㈯
ま
で
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一

杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
地
球
が
見
え
る
」
の
園

山
さ
ん（
☎
０
８
０
・
１
４
３
８
・
７
０
２
８
）へ
。

に
計
10
回
、
10
時
～
11
時
30
分
（
５
月
の

み
第
３
木
曜
日
）
●
中
総
合
会
館

●
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
人

●
先
着
10
人
●
１
，
４
８
０
円
●
点
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
む
つ
ぼ
し
会
と
共
催

●
５
月
13
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
62
・
７
０
４
４
）
へ
。

▪
市
の
講
座
（
初
級
講
座
）

●
５
月
17
日
～
10
月
４
日
の
土
曜
日
に
計

10
回
、
９
時
30
分
～
11
時
30
分
●
身
障
セ

ン
タ
ー
●
市
内
在
住
か
在
学
・
在
勤
の
15

歳
以
上
●
先
着
20
人
●
１
，
５
０
０
円

●
５
月
12
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
障
害
福
祉

課
（
☎
66
・
１
０
３
３
）
へ
。

そ
ば
打
ち
教
室

●
５
月
21
日
㈬
９
時
30
分
～
12
時

●
大
浦
会
館
●
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

●
先
着
８
人
●
１
，
０
０
０
円

●
５
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
会
館

（
☎
68
・
２
０
１
０
）
へ
。

時場

内

問時

場

内

申
定

時

場

内

他

料申

定

時

場

対対料

申

定

時内対対時

場

内

問

他

料時

場

対対

料

申 定

時内対対 時内

対対

時

内

対対

時

内

対対 時内

時

場

対対

料

申

定

時

申

定

時場

内

料

申

定

時

場

内

対対
料

申 定時場

対対料

申 定

時

他

他

の
岸
さ
ん
（
☎
・
ＦＡＸ
68
・
０
０
１
６
）
へ
。

※
電
話
は
18
時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

赤
れ
ん
が
博
物
館
市
民
講
座

●
５
月
24
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分
●
ま
い

づ
る
智
恵
蔵
●
水
野
信
太
郎
・
北
翔
大
教

授
に
よ
る
講
演
「
世
界
の
建
築
と
歴
史
シ

リ
ー
ズ
『
自
然
と
宗
教
と
日
常
生
活
』」

●
先
着
25
人
●
前
日
ま
で
に
電
話
で
赤
れ

ん
が
博
物
館
（
☎
66
・
１
０
９
５
）
へ
。

時

場

内申

定
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経
験
者

●
10
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
１
万
２
，０
０
０
円（
土
代
が
別
途
必
要
）

●
５
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
陶
芸
館

（
☎
64 

・
３
２
６
３
）
へ
。

❖中央公民館…第４月曜日❖南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東公民館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
❖東図書館…毎週木曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日の最終火曜日❖西図書館…毎週月曜日と祝日（土・日曜
日の場合は開館）、毎月末日の最終水曜日❖田辺城資料館、郷土資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

　市内全域で一斉に清掃活動に取り組む「まいづるクリーンキ
ャンペーン 2014」を実施。申し込み方法などは次のとおり。

まいづるクリーンキャンペーン

ろ
く
ろ
自
由
作
陶
教
室

●
５
月
28
日
～
11
月
５
日
の
水
曜
日
に
計

17
回
、
９
時
30
分
～
11
時
30
分
●
陶
芸
館

●
ろ
く
ろ
教
室
修
了
者
か
同
程
度
の
作
陶

西
公
民
館
（
☎
75
・
６
５
０
１
）

▪
健
や
か
料
理
教
室

●
５
月
28
日
～
11
月
26
日
の
水
曜
日
に
計

７
回
、
９
時
15
分
～
12
時
●
季
節
に
応
じ

た
健
康
料
理
を
作
る
●
50
歳
以
上
の
人

●
先
着
20
人
●
８
０
０
円

●
５
月
15
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

▪
こ
ど
も
オ
ヤ
ツ
教
室

●
６
月
７
日
㈯
９
時
～
12
時
●
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
、
フ
ル
ー
ツ
白
玉
な
ど
●
小
学
４
～

６
年
生
●
先
着
20
人
●
５
０
０
円

●
５
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

〈
共
通
〉
●
西
総
合
会
館
●
は
ま
な
す
会

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

▪
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

●
６
月
５
日
～
26
日
の
木
曜
日
、
10
時
～
12

時
●
撮
影
方
法
や
保
存
、
印
刷
な
ど

●
野
瀬
貴
則
さ
ん
●
先
着
20
人

●
３
，
５
０
０
円

●
５
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

▪
中
国
家
庭
料
理
教
室

●
６
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時

●
肉
ま
ん
作
り
●
北
川
艶
麗
さ
ん

●
先
着
20
人
●
１
，
５
０
０
円

●
５
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

▪
塩
麹
・
し
ょ
う
ゆ
麹
教
室

●
６
月
25
日
㈬
10
時
～
12
時
●
伊
藤
壽
子

さ
ん
●
先
着
30
人
●
１
，
５
０
０
円

●
５
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

▪
プ
ラ
ン
タ
ー
花
園
教
室

●
７
月
11
日
㈮
10
時
～
12
時

●
先
着
20
人
●
２
，
５
０
０
円

●
６
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

「
は
ま
な
す
会
」
男
性
料
理
教
室

●
・
●
・
●

❖
中
央
公
民
館
…
６
月
５
日
㈭
と
10
月
29

日
㈬
10
時
～
13
時
。
申
し
込
み
は
、
５
月
30

日
㈮
ま
で
に
小
澤
さ
ん（
☎
62
・
４
０
８
８
）へ
。

❖
城
南
会
館
…
６
月
４
日
㈬
と
９
月
３
日

㈬
10
時
～
13
時
。
申
し
込
み
は
、
５
月
30
日

㈮
ま
で
に
江
上
さ
ん（
☎
75
・
３
８
２
３
）へ
。

❖
加
佐
公
民
館
…
６
月
19
日
㈭
と
10
月
23

日
㈭
10
時
～
13
時
。
申
し
込
み
は
、
６
月
13

日
㈮
ま
で
に
野
田
さ
ん（
☎
82
・
０
９
９
３
）へ
。

〈
共
通
〉
●
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
や
ホ
ウ
レ
ン
草

の
白
和
え
な
ど
●
市
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
男
性
●
先
着
各
20
人
●
１
回
７
０
０
円

加
佐
公
民
館
（
☎
83
・
０
０
１
４
）

▪
そ
ば
打
ち
教
室

●
６
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
眞
下
勝
視
さ
ん
●
先
着
10
人

●
５
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

山
野
草
寄
せ
植
え
教
室

●
６
月
６
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
中
央
公
民
館
●
高
山
植
物
の
寄
せ
植
え

で
草
盆
栽
を
作
る
●
古
川
全
功
さ
ん

●
市
内
在
住
か
在
勤
の
人
●
先
着
20
人

●
２
，
０
０
０
円
●
５
月
20
日
㈫
ま
で
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
中
央
公
民
館
（
☎

62
・
０
４
０
０
、
ＦＡＸ
62
・
０
４
４
２
）
へ
。

身
障
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
琴
教
室

●
来
年
３
月
ま
で
の
第
４
水
曜
日
10
時
～

11
時
30
分
●
身
障
セ
ン
タ
ー

●
立
道
明
美
さ
ん
●
市
内
在
住
の
障
害
者

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

▪
健
康
お
菓
子
作
り
教
室

●
５
月
25
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

●
中
総
合
会
館
●
市
内
在
住
の
障
害
者
と

そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
先
着
20
人
●
７
０
０
円

●
５
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

時

場

内

対対

料

申 定

講

時

場

対対

申 講

料

申 定時

場

料申 定時
内

料申

定

講

時

場

内

対対

料

申

定

時場

内

対対料

申

定

講

時申

定

講

時内

料

申 定

講

時

料

申

定

講

時

料

申 定

時

内対対

料

申

定

時場

対対

対対

所
（
☎
０
７
７
３
・
22
・
５
２
０
４
、
ＦＡＸ

０
７
７
３
・
23
・
６
７
４
１
）
へ
。

介
護
者
教
室
～
認
知
症
～

●
５
月
31
日
㈯
13
時
～
15
時
●
真
愛
の
家 

寿
荘
●
東
舞
鶴
医
誠
会
病
院
院
長
の
石
川

雅
裕
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
家
族
に
よ
る
認

知
症
の
よ
り
良
い
介
護
方
法
」
●
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
●
１
０
０
円

●
真
愛
の
家 

寿
荘
（
☎
76
・
８
８
８
７
）

時

場

内

問

対対

料

【日時】７月 13 日㈰午前中（荒
天中止）。一斉清掃日に参加で
きない場合は７月中でも可。

【場所】海岸・道路など市内の
公共区域（希望の場所でも可）

【申し込み方法】５月 14 日㈬
～６月 30 日㈪までに電話か窓口で。

《ポスター・チラシのデザインが決定》クリーンキャンペーンの
ポスター・チラシのデザインに、公募で集まった 78 作品の中
から中村天茉さん（余内小６年）の作品を採用しました（上図）。
▪ビーチコーミング＆地引き網体験を実施
　６月１日㈰８時 40 分～ 15 時 35 分、神崎海水浴場。拾っ
たごみなどでアート作品をつくる（作品は海フェスタ京都で出
展を予定）。地引き網の体験も。先着 80 人。申し込みは、５月
23 日㈮までに電話で実行員会事務局へ。

▶詳しくは、実行委員会事務局（生活環境課内、☎ 66・1005）へ。

▲中村天茉さんの作品を採用
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●
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄
な
ど
、

日
常
生
活
で
気
づ
い
た
河
川
の
情
報
提
供

●
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以
上

●
若
干
名
（
多
数
の
場
合
選
考
）

●
任
期
は
７
月
１
日
～
来
年
６
月
30
日

●
６
月
３
日
㈫
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、
地

域
活
動
へ
参
加
し
た
経
験
、
応
募
理
由

な
ど
を
記
載
し
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス

で
国
土
交
通
省
福
知
山
河
川
国
道
事
務

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

【日程と会場】下表のとおり
【時間】13 時 30 分～ 15 時
【講座内容】健康や医療、歴史などをテーマに
した講演やニュースポーツなど

【対象】対象地域在住の 60 歳以上
【申し込み方法】電話で各会場へ

会場・申込先 日　程 対象地域

東公民館
（☎62・1237）

５月15日～
11月６日に計10回 東地区

南公民館
（☎62・0288）

５月22日～
12月４日に計９回 南地区

加佐公民館
（☎83・0014）

５月15日～
12月11日に計８回 加佐地区

大浦会館
（☎68・2010）

５月16日～
12月５日に計８回 大浦地区

中央公民館
（☎62・0400）

５月22日～
11月27日に計12回 中地区

城南会館
（☎78・1800）

６月11日～
12月10日に計７回

西地区
西公民館

（☎75・6501）
６月19日～
11月６日に計10回

いきいきセミナー参加者募集

募
集

「
城
下
町
掘
り
出
し
物
市
」
出
店
者

●
５
月
25
日
㈰
10
時
～
14
時

●
西
総
合
会
館

●
20
歳
以
上
の
個
人
か
グ
ル
ー
プ
（
販
売

業
者
や
飲
食
物
販
売
は
不
可
）

●
先
着
24
店
●
１
，
０
０
０
円

●
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福

祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

人
権
講
座
の
講
師
謝
礼
を
助
成

●
10
人
以
上
の
団
体
●
先
着
15
団
体
程
度

●
応
募
締
め
切
り
は
来
年
２
月
27
日
㈮
ま
で

●
所
定
の
用
紙
（
社
会
教
育
課
に
備
え
付

け
）
で
事
業
実
施
日
の
30
日
前
ま
で
に
同

課
（
☎
66
・
１
０
７
３
）
へ
。

「
舞
鶴
企
業
ガ
イ
ド
」
へ
の
掲
載
企
業

　

市
内
の
企
業
を
求
職
者
に
紹
介
す
る

「
舞
鶴
企
業
ガ
イ
ド
」
の
掲
載
企
業
を
募

集
（
６
月
発
行
予
定
）。

●
新
規
５
，０
０
０
円（
継
続
２
，０
０
０
円
）

●
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
企

業
立
地
・
雇
用
促
進
課
に
備
え
付
け
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
。

●
市
雇
用
対
策
協
議
会
事
務
局
（
同
課

内
、
☎
66
・
１
０
２
１
）
へ
。

Ｔタ

ン

タ

ン

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
・
支
援
講
座

●
６
月
６
日
㈮
～
７
月
中
旬
に
計
６
回
、

13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴

●
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
得
や
基

礎
知
識
の
習
得
な
ど

●
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除

く
）
●
先
着
20
人
●
８
０
０
円

●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
５
月
２
日
㈮
～
６
月
５
日
㈭
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
フ
レ
ア
ス
舞
鶴
（
☎
65
・
０

０
５
５
、
ＦＡＸ
62
・
０
８
７
２
）
へ
。

由
良
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

中
丹
・
丹
後
地
域
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
」
で
コ
ー
ス
案

内
や
休
憩
所
（
加
佐
地
区
）
で
給
水
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
。

●
６
月
８
日
㈰
６
時
～
９
時

●
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
観
光
商
業
課
（
☎

66
・
１
０
２
４
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）
へ
。

▪
陶
芸
教
室

●
６
月
28
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
服
部
克
哉
さ
ん
●
先
着
15
人

●
６
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
へ
。

〈
共
通
〉

●
１
，
０
０
０
円

子
育
て

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）

▪
歯
の
は
な
し

●
５
月
20
日
㈫
10
時
～
11
時

●
先
着
25
組
●
１
０
０
円

▪
癒
し
癒
さ
れ
～
抱
っ
こ
の
話

●
５
月
28
日
㈬
10
時
30
分
か
ら

●
先
着
25
組
●
１
０
０
円

〈
共
通
〉

●
子
育
て
中
の
親
子

●
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

時料 申

定

講時

場

内他 対対

料

申

定

時場対対

料

申 定他 対対申

定

問 料申時申他 対対申 定

時対対

料

申 定時

料

定
　

竹
林
整
備
や
竹
の
活
用
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
む
「
ま
い
づ
る
竹
林
整
備
・
竹
活

用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

（
仮
称
）」
の
設
立
に
向
け

会
員
を
募
集
。
個
人
・
団

体
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
❖
竹
林
の
整
備

❖
竹
の
Ｐ
Ｒ
活
動

❖
竹
の
活
用
方
法
の
研
究

●
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

業
を
電
話
か
メ
ー
ル
で
農
林
課
（
☎
66
・

１
０
３
０
）
へ
。

放
置
竹
林
の
解
消
へ　

竹
林
整
備
・

竹
活
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
会
員

内申

内

所
（
☎
０
７
７
３
・
22
・
５
２
０
４
、
ＦＡＸ

０
７
７
３
・
23
・
６
７
４
１
）
へ
。
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

相
談

人
権
相
談

市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

▪
公
証
相
談

●
５
月
13
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館
●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど

公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談

●
５
月
13
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館
●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、

境
界
問
題
、
家
屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

▪
市
民
法
律
相
談

●
５
月
16
日
㈮
13
時
か
ら

●
市
役
所
本
館

●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
５
月
14
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

▪
困
り
ご
と
相
談

●
・
●
❖
５
月
20
日
㈫
…
西
総
合
会
館

❖
５
月
21
日
㈬
…
赤
れ
ん
が
２
号
棟
、
い
ず

れ
も
10
時
～
15
時

●
調
停
委
員
な
ど
が
応
じ
る

▪
行
政
書
士
相
談

●
５
月
28
日
㈬
10
時
～
13
時

●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
・
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

フ
レ
ア
ス
舞
鶴
の
無
料
女
性
相
談

▪
電
話
相
談

●
５
月
１
日
～
22
日
の
木
曜
日
、
10
時
～

16
時
●
人
間
関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で

の
暴
力
、
介
護
の
悩
み
な
ど
に
関
す
る
相

談
。
専
用
電
話
（
65 

・
０
０
５
６
）
へ
。

▪
心
と
か
ら
だ
の
相
談

●
５
月
27
日
㈫
13
時
～
15
時

●
助
産
師
が
応
じ
る
●
先
着
２
人

●
託
児
あ
り
（
予
約
が
必
要
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
で
人
権
啓
発
推
進
室

（
☎
66
・
１
０
２
２
）
へ
。

▪
面
接
相
談

●
６
月
11
日
㈬
11
時
～
14
時
10
分
●
人
間

関
係
や
子
育
て
、
家
庭
内
で
の
暴
力
な
ど

の
相
談
に
女
性
問
題
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
応

じ
る
●
先
着
３
人
●
託
児
あ
り
（
予
約
が

必
要
）
●
前
日
ま
で
に
電
話
で
同
室
へ
。

〈
共
通
〉
●
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

▪
就
職
・
生
活
個
別
相
談

●
５
月
７
日
～
28
日
の
水
曜
日
、
10
時
～
16
時

●
就
職
や
生
活
に
関
す
る
相
談
な
ど

●
求
職
者
●
先
着
各
５
人

▪
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

●
５
月
15
日
㈭
10
時
～
16
時

●
進
路
・
就
職
・
転
職
、
自
立
支
援
相
談
な
ど

●
15
～
お
お
む
ね
40
歳
と
そ
の
家
族

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
０
８
１
０
）

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
５
月
１
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
相
続
、
多
重
債
務
な
ど

▪
人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

９
時
～
12
時
●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

子
育
て
講
演
会

●
５
月
31
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
中
総
合
会
館
●
現
代
の
子
育
て
の
難
し

さ
へ
の
理
解
と
親
子
の
い
い
関
係
を
つ
く

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
●
長
岡
京
市
子
育

て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
の
松
野

敬
子
さ
ん
●
子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど

●
１
０
０
人
●
託
児
あ
り

●
５
月
２
日
㈮
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

健
や
か
子
育
て
教
室

●
６
月
13
日
～
12
月
12
日
の
第
２
金
曜

日
、
10
時
～
11
時
30
分
●
城
南
会
館

●
室
内
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
●
６
か
月
～
３
歳
未
満
児
と
そ

の
保
護
者
●
先
着
20
組
●
託
児
あ
り

●
５
月
31
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

78
・
１
８
０
０
）
へ
。

３
Ｂ
体
操

●
５
月
22
日
㈭
10
時
～
11
時
●
西
総
合
会
館

●
就
学
前
の
幼
児
の
保
護
者
講

松
下
幸
子
さ

ん
●
先
着
20
組
●
３
０
０
円
●
託
児
あ
り

●
５
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３

３
３
）
へ
。

い
や
し
の
音
楽
会

●
５
月
23
日
㈮
10
時
か
ら
●
総
合
文
化
会
館

●
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
生
演
奏
●
子
育
て
中

の
親
子
●
先
着
30
組
●
５
月
17
日
㈯
ま
で

に
電
話
で
東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
３
７
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館「
風
で
あ
そ
ぼ
う
！
」

●
５
月
25
日
㈰
10
時
～
15
時
●
紙
や
布
を

使
っ
て
風
を
感
じ
て
遊
ぶ
。
11
時
か
ら
マ

ド
レ
ー
ヌ
さ
ん
の
お
話
タ
イ
ム
も

●
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
西
乳
児
保
育
所

内
、
☎
76
・
０
５
７
３
）

ベ
ビ
ー
＆
マ
マ
の
タ
ッ
チ
ケ
ア

●
５
月
26
日
㈪
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち
よ
ち
広
場

お
や
つ
と
季
節
の
料
理
づ
く
り

●
５
月
29
日
㈭
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
西
総
合
会
館
●
エ
ン
ド
ウ
ご
飯
や
即
席

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
新
じ
ゃ
が
芋
の
鶏
そ

●
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ

●
２
～
７
か
月
児
と
そ
の
母
親

●
先
着
８
人
●
１
，
０
０
０
円

●
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー（
☎
63
・
４
８
２
１
）へ
。

ぼ
ろ
煮
●
舞
鶴
料
理
学
院
の
堀
祥
子
さ
ん

●
子
育
て
中
の
母
親
●
先
着
15
人

●
８
０
０
円
●
託
児
あ
り
●
５
月
22
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
西
公
民
館
（
☎
75
・
６
５

０
１
）
か
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
さ

る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）
へ
。

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館
、
い
ず
れ
も

９
時
～
12
時
●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

時場

他

対対料

申

定

講

時場

内
他

対対

申

講

時場内

申 定

時

内

他申

定

時

内

他

対対
申

定

時

場

時場内対対

料

申 定 時

内

問 時

場

内

対対

申

定

時

場
他

対対

料

申
定

時

場

内

他

対対

申

定

時

場

内

内

問 内時内

時場

内

時場

内

時場内時

場

内時場内時内対対

定

時内対対

定

内

❖人口　85,063 人（-730 人）❖男　42,402 人（-466 人）❖女　42,661 人（-264 人）
❖世帯　34,894 世帯（ -309 世帯）
※平成 26 年４月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数
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催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

傍
聴

そ
の
他

有 

料 

広 

告

そ
の
他

聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）

●
市
内
在
住
の
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と

そ
の
家
族

●
５
月
９
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５
‐
０
０
８
３
市

内
字
余
部
上
２
‐
９
）
で
。

▪
聞
こ
え
の
相
談
会

●
５
月
22
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
力
測
定
と
補
聴
器
の
相
談

●
市
内
在
住
の
難
聴
者

●
先
着
５
人
●
５
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
で
。

〈
共
通
〉

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

療
育
相
談

●
５
月
12
日
㈪
と
26
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
30
分
●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず

な
ぎ
●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の

家
族
●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護
相
談

●
５
月
14
日
㈬
13
時
か
ら
●
市
役
所
別
館

●
財
産
管
理
や
遺
産
相
続
、
遺
言
な
ど

●
高
齢
者
や
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
先
着
３
人

●
５
月
12
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
高
齢
者
支

援
課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

海
の
も
し
も
は
「
１
１
８
番
」

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

舞
鶴
市
中
小
企
業
勤
労
者

福
祉
資
金
融
資
制
度
の
ご
利
用
を

　

近
年
、
京
都
府
で
は
、
海
で
の
レ
ジ
ャ

ー
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
万
が

一
の
事
故
に
備
え
て
ボ
ー
ト
な
ど
で
遊
ぶ

際
は
、「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
」「
防

水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯
電
話
携
行
」
を

心
掛
け
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
事
故
が
発
生

し
た
と
き
や
事
故
を
目
撃
し
た
と
き
は
迷

わ
ず
「
１
１
８
番
」
へ
。

●
舞
鶴
海
上
保
安
部
（
☎
76
・
４
１
２
０
）

　

７
月
６
日
㈰
に
執
行
予
定
の
市
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
に

手
続
き
方
法
な
ど
を
説
明
。

●
６
月
２
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
西
総
合
会
館

●
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課

内
、
☎
66
・
１
０
４
４
）

　

６
月
30
日
㈪
ま
で
各
自
治
会
な
ど
を
通

じ
て
、
災
害
時
に
お
け
る
救
護
・
支
援
活

動
や
復
興
支
援
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
の
活
動
資
金
を
募
集
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
健
福
祉
企
画
課
（
日
本
赤
十
字
社
舞

鶴
市
地
区
、
☎
66
・
１
０
１
１
）

●
結
婚
や
医
療
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
自

動
車
の
購
入
な
ど
の
費
用
に
対
す
る
融
資

●
市
内
在
住
で
従
業
員
３
０
０
人
以
下
の

事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
、
年
収
が
１

５
０
万
円
以
上
の
人

●
融
資
額
は
１
５
０
万
円
ま
で
。
返
済
期

間
は
７
年
以
内
。
金
利
は
年
２
㌫
（
完
済

後
０
・
７
㌫
を
市
が
補
給
）。
保
証
料
が

別
途
必
要
。

●
ろ
う
き
ん
舞
鶴
支
店（
☎
62
・
５
５
４
１
）

▪
聞
こ
え
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

●
５
月
15
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
座
談
会
や
交
流
会

▪
福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談

●
５
月
16
日
㈮
10
時
～
16
時

●
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
人

▪
就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

●
５
月
21
日
㈬
14
時
～
16
時

●
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど

●
求
職
者
●
先
着
12
人

▪
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

●
５
月
26
日
㈪
10
時
～
16
時

●
子
育
て
中
の
母
親
●
１
人
50
分

〈
共
通
〉

●
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
で
。

市
役
所
の
冬
季
節
電
実
績

　

市
役
所
で
は
節
電
期
間
（
12
月
２
日
～

３
月
31
日
）
に
室
温
19
度
設
定
や
照
明
の

間
引
き
な
ど
に
取
り
組
み
、
本
庁
舎
で
の

月
ご
と
の
使
用
最
大
電
力
を
、
平
成
22
年

度
比
で
10
・
４
～
17
・
９
㌫
削
減
。
目
標

の
10
㌫
を
上
回
り
ま
し
た
。
今
後
も
節
電

に
取
り
組
み
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
に
努
め
ま
す
。   　
《
生
活
環
境
課
》

時内対対

申

定

時場問 他 対対

時

他

対対申時内

対対申

時

場

内対対申 定 時

場
対対申

問 内

問問

時内対対

定

時 内

内



戦
後
の
思
い
出

　

市
で
は
今
、
引
き
揚
げ
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶

遺
産
登
録
に
向
け
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私

自
身
も
小
学
校
２
、
３
年
生
の
と
き
に
引
揚
援
護

局
へ
慰
問
に
行
き
、
引
揚
者
の
前
で
「
長
い
間
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
明
日
は
故
郷
が
待
っ
て
い
ま

す
。今
日
は
私
た
ち
の
歌
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
ひ
げ
も
じ
ゃ
の
お
じ
さ
ん
た
ち

に
頬
ず
り
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
の
と
き
、
同
級
生
は
皆
大
学
に
進
学

し
ま
し
た
が
、
私
は
家
業
を
手
伝
う
た
め
に
舞
鶴

に
残
り
ま
し
た
。「
故
郷
で
山
本
は
が
ん
ば
る
か

ら
、
み
ん
な
も
が
ん
ば
れ
」
と
舞
鶴
で
の
ま
と
め

役
を
買
っ
て
出
ま
し
た
。
成
人
式
で
「
毎
年
成
人

の
日
に
集
ま
ろ
う
」
と
約
束
し
、
以
降
、
50
回

の
集
い
を
開
い
て
い
ま
す
。
私
の
活
動
の
す
べ
て

は
、
級
友
た
ち
と
の
つ
な
が
り
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

町
お
こ
し

　

町
を
活
気
づ
け
た
い
と
「
新
世
界
商
店
街
」
や

「
ち
ゃ
っ
た
ま
つ
り
」
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
り
ま

し
た
。
ち
ゃ
っ
た
ま
つ
り
は
一
か
ら
手
作
り
の
お

祭
り
で
し
た
が
、
教
育
隊
の
会
場
に
約
６
万
人
が

集
ま
り
、
商
店
街
か
ら
は
「
ま
ち
の
中
が
か
ら
っ

ぽ
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
隊
の
格

納
庫
を
使
っ
た
「
お
化
け
屋
敷
」
は
、
店
の
昆
布

や
こ
ん
に
ゃ
く
、
お
寺
で
不
要
と
な
っ
た
物
な
ど

を
持
ち
寄
っ
て
作
り
、
市
民
に
大
好
評
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
舞
鶴
自
動
車
道
の
開
通
や
宮
津
線
の

廃
止
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
Ｋ
Ｔ
Ｒ
へ
の
移
行
な
ど
、

今
後
の
舞
鶴
の
行
く
末
を
考
え
る
中
で
、
町
づ
く

り
の
必
要
性
を
感
じ
、
44
歳
の
と
き
市
会
議
員
に

立
候
補
し
、
５
期
20
年
任
期
を
務
め
ま
し
た
。
そ

の
間
、
Ｊ
Ｒ
舞
鶴
線
や
小
浜
線
の
電
化
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ

の
存
続
、
東
・
西
駅
舎
の
建
て
替
え
、
駅
周
辺
の

大
改
革
な
ど
、
大
き
な
事
業
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

田
辺
城
ま
つ
り

　

田
辺
城
ま
つ
り
は
、
平
成
４
年
に
城
門
が
建
設

さ
れ
た
の
を
記
念
し
開
催
さ
れ
、
今
年
で
23
回
目

を
迎
え
ま
す
。ち
ゃ
っ
た
ま
つ
り
が
ル
ー
ツ
で
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
町
を
活
気
づ
け
た
い
、
そ
の
中

で
町
の
文
化
や
芸
能
を
次
世
代
に
残
し
た
い
と
の

思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
５
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰
に
開
催
い
た
し

ま
す
（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。
詳
細
は
調
整

中
で
す
が
、「
吉
原
の
太
刀
振
」
の
披
露
、
幼
稚

園
児
が
作
っ
た
「
絵
灯
籠
」
の
展
示
な
ど
の
催
し

も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
総
勢
約
１
，
０
０
０
人
の
武
者
行
列
が

街
中
を
練
り
歩
き
ま
す
。
自
衛
隊
や
保
安
学
校
、

教
育
隊
な
ど
の
皆
さ
ん
も
毎
年
参
加
し
、「
舞
鶴

で
の
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
25
日

は
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
」

が
舞
鶴
に
寄
港
す
る
日
と
重
な
り
ま
す
。
ま
ち
を

挙
げ
て
「
お
も
て
な
し
」
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お
ま
つ
り
に
参
加

し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

昨
秋
、
周
り
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
叙

勲
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
舞
鶴
の
に

ぎ
わ
い
の
た
め
に
、
微
力
で
す
が
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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▶

登
録

は
、

こ
ち

ら
の

コ
ー

ド
か

ら
　

まいづる細川幽斎 田辺城まつり　実行委員会
　　　　　　　　　実行委員長　山本 公彦さん

⑰

わたしと舞鶴

　舞鶴で生まれ、舞鶴で育ち、数々の町おこし事業に取り組
んでこられた山本さん。趣味は詩吟と山伏修行。自称？「田
辺藩の黒田官兵衛」。これまでのエピソードや田辺城まつりの
思いを伺いました。

　やや日当たりのよい山地の林の中や道端などに生
える半落葉性の低木。葉は対生し、短い柄があり、
枝先に輪生状に集まってつく。初夏に、枝先の１個
の花芽から１～３個の赤色の漏

じ ょ う ご

斗状の花を開く。名
前の由来は、山に咲くツツジから。観賞用として栽
培もされ、まれに白色もある。
　子どもの頃、卯月８日の花まつりには、この花を
採ってきて竹ざおの先に飾り、お寺へ甘茶をもらい
に行ったものです。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

まいづる花図鑑 93

【ヤマツツジ 】 （ツツジ科）
見ごろ５月頃


